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台 北 コントラストが作る台北の魅力
特集記事  
心身のリラックス：台北の秋を満喫

2021 冬 季 号



台 北

PICK UP POINTS 本誌は以下の場所で無料で配布してます。

瓶蓋工廠台北製造所 /  
瓶蓋工場台北製造所

☎ (02)2785-9900
〒 台北市南港路 2 段 13 号

POPOP TAIPEI

台北市政府觀光傳播局 /  
台北市観光伝播局

☎ (02)2720-8889 / 1999 内線 7564 
〒 台北市市府路 1 号 4 階

Department of Information and  
Tourism, Taipei City Government

台北記憶倉庫 / 台北記憶倉庫

☎ (02)2371-4597 
〒 台北市忠孝西路 1 段 265 号

Taipei Info Hub

台北市孔廟 / 台北市孔廟

☎ (02)2592-3934 
〒 台北市大龍街 275 号

Taipei Confucius Temple

台北市立圖書館 / 台北市立図書館
Taipei Public Library (Main & branches)

伊是咖啡 / IS コーヒー
Is Coffee 

金石堂書店 / 金石堂書店
Kingstone Bookstore

誠品書店 / 誠品書店
eslite Bookstore

MRT 各駅
All Stations of MRT Lines 

台北市旅遊服務中心 /  
台北市観光案内所
Visitor Information Centers in Taipei

台北松山機場 / 台北松山空港

☎ (02)8770-3430
〒 台北市敦化北路 340-9 号

Taipei Songshan Airport

國語日報語文中心 / 
国語日報語学センター

☎ (02)2341-8821 
〒 台北市福州街 2 号 2 階

Mandarin Daily News  
(Language Center) 

☎ (02)2378-6666 内線 6666
〒 台北市敦化南路 2 段 203 号 

遠企購物中心 / 
遠企ショッピングセンター
Taipei Metro the Mall

美國在台協會 / アメリカ在台湾協会
American Institute in Taiwan
☎ (02)2162-2000
〒 台北市金湖路 100 号 

松山車站 / 松山駅
Songshan Station
☎ (02)2767-3819
〒 台北市松山路 11 号

南港車站 / 南港駅
Nangang Station
☎ (02)2783-8645
〒 台北市南港路 1 段 313 号

台北美國學校 / 台北アメリカンスクール

☎ (02)2873-9900 
〒 台北市中山北路 6 段 800 号 

Taipei American School
士林官邸 / 士林官邸

☎ (02)2883-6340
〒 台北市福林路 60 号

Chiang Kai-shek  
Shilin Residence 

國立國父紀念館 / 国立国父紀念館

☎ (02)2758-8008
〒 台北市仁愛路 4 段 505 号

National Dr. Sun Yat-sen 
Memorial Hall

台北市政府市民服務組 /  
台北市役所市民サービスカウンター 

☎ (02)2720-8889 / 1999 内線 1000 
〒 台北市市府路 1 号 

The public service group of  
Taipei City Government

台北之家 / 台北之家

☎ (02)2511-7786
〒 台北市中山北路 2 段 18 号 

Taipei Film House

台北二二八紀念館 / 台北二二八紀念館

☎ (02)2389-7228
〒 台北市凱達格蘭大道 3 号 

Taipei 228 Memorial Museum

交通部觀光局旅遊服務中心 /  
交通部観光局トラベルサービスセンター

☎ (02)2717-3737 
〒 台北市敦化北路 240 号 

Travel Service Center, Tourism Bureau, 
M.O.T.C

〒 台北市北平東路 7 号

台北國際藝術村 / 台北国際芸術村

☎ (02)3393-7377 
Taipei Artist Village

市長官邸藝文沙龍 / 
市長官邸アートサロン

☎ (02)2396-8198
〒 台北市徐州路 46 号

Mayor’s Residence Arts Salon

台北當代藝術館 / 台北当代芸術館 

☎ (02)2552-3721
〒 台北市長安西路 39 号

Museum of Contemporary Art 
(MoCA), Taipei

國立中正紀念堂 / 国立中正紀念堂

☎ (02)2343-1100 
〒 台北市中山南路 21 号 

National Chiang Kai-shek  
Memorial Hall 

台湾桃園国際空港第二ターミナル 到着 
ロビーのトラベルサービスセンター 

☎ (03)398-3341 
〒 桃園市大園区航站南路 9 号 

Tourist Service Center at Arrival Lobby, 
Taiwan Taoyuan International Airport 
Terminal 2

台湾桃園国際空港第一ターミナル 到着 
ロビーのトラベルサービスセンター 

☎ (03)398-2194 
〒 桃園市大園区航站南路 15 号 

Tourist Service Center at Arrival Lobby, 
Taiwan Taoyuan International Airport 
Terminal 1

新型コロナウイルスの防疫規範により、
営 業 状 況 は 変 更 と な る 可 能 性 が あ り ま
す。詳細は政府の発表か各場所の案内を
参照してください。

TAIPEI からのお知らせ

☎ (02)2382-2566 
〒 台北市襄陽路 2 号

國立台灣博物館 / 国立台湾博物館
National Taiwan Museum 

華山 1914 文化創意產業園區 /
華山 1914 文化クリエイティブパーク

☎ (02)2358-1914 
〒 台北市八德路 1 段 1 号

Huashan 1914 Creative Park 

松山文創園區 /  
松山文化クリエイティブパーク

☎ (02)2765-1388  
〒 台北市光復南路 133 号

Songshan Cultural and  
Creative Park 



冬といえば寒く、暗いイメージがありますが、台北は年末
年始のイベントによって陽気な気分に包まれる季節です。こ
のような対称性（コントラスト）が台北に調和を生み出し、
様々な魅力を作り出しています。

今季の《TAIPEI》ではこの「コントラスト」をテーマに、
冬に台北で行われるイベントや文化についてまとめました。

台北の 1 日や季節の変わり目、そして 1 年の終わりと始ま
りにどのような対称性があるのかを現地の文化や観光スポッ
トとともに紹介しています。

台北の歴史という観点から、オープンしたばかりの鉄道部
パークの解説、そして新旧の建築物や文化的なコントラスト
が美しい士林のおすすめスポットを掲載。文化面では 2022
年の干支である寅年にまつわる言い伝え、そして近年話題に
なっている NFT アートの第一人者へのインタビューを収録
しています。

他にも体の不自由な方向けの旅行サービスを提供する起業
家との対談、科学とアートという異なる分野を研究する大学
教授への訪問など盛りだくさんの内容となっています。

また、食文化に関しては旧正月時期に食べられる台北の伝
統的な餅菓子と鍋料理を特集しました。台北には冬の寒さを
吹き飛ばす食べ物やイベントがたくさんありますので、ぜひ
冬の間に台北を訪問してみてください。

台北の中にある
コントラスト

編 集 者 の 言 葉

EDITOR’S 
INTRODUCTION

1. 新型コロナウイルスが流行中です。外出時に必ずマスクを着用し、政府の発表
する防疫規定を遵守してください。
2. 本号に掲載されている写真は資料用のものが多く含まれていますので、マスク 
を着用していない写真も使用されています。 

TAIPEI からのお知らせ

アンケートに答えて 
抽選キャンペーンに参加しよう！



台北市観光伝播局 
書面による許可なく本誌の全部または 一部を複製・複写すること
はできません。

オンライン雑誌：www.travel.taipei/ja  

> マルチメディア > TAIPEI

本誌は大豆インクを採用 
ています。
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文
：Rick Charette

　
編
集
：
下
山
敬
之 

　 

写
真
：
台
北
市
政
府
観
光
伝
播
局
、Sam

il Kuo

、Yengping

、Taiw
an Scene

、
福
来
許

台
北
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
冬
の
イ
ベ
ン
ト

始
ま
り
と
終
わ
り
を
告
げ
る
季
節

01

そ
の
土
地
の
特
徴
を
知
る

ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
に
対
称

性
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
台
北
に
は
何
百

年
も
の
歴
史
を
有
す
る
寺
院

や
、
何
代
に
も
渡
る
老
舗
の

お
店
が
立
ち
並
ぶ
地
域
、
保

存
状
態
の
良
好
な
歴
史
的
建

築
物
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

す
ぐ
隣
に
は
大
胆
で
革
新
的

な
近
代
芸
術
作
品
が
並
ぶ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
や
美
術
館
が
あ
る

と
い
っ
た
対
称
性
が
存
在
し

ま
す
。
台
北
に
住
む
人
た
ち

も
世
界
の
最
新
技
術
を
享
受

し
な
が
ら
、
同
時
に
こ
れ
ら

の
奥
深
い
文
化
的
な
遺
産
を

楽
し
ん
で
い
る
の
で
す
。
観

光
客
も
台
北
と
い
う
都
市
の

発
展
度
合
い
と
、
歴
史
や
伝

統
文
化
が
残
る
そ
の
対
比
に

感
銘
を
受
け
る
人
が
多
く
い

ま
す
。

冬
と
言
え
ば
年
の
瀬
で
あ

り
、
一
年
の
終
わ
り
を
感
じ

さ
せ
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時

に
新
た
な
一
年
の
始
ま
り
に

向
け
た
期
待
感
も
あ
り
ま
す
。

日
を
追
う
ご
と
に
新
た
な
季

節
、
新
た
な
一
年
に
向
け
て
、



5 4TAIPEI WINTER  2021

01. 新しい 1 日、新しい季節、
新しい 1 年、いずれも台北の中
に様々な対比をもたらし、街中
を彩ります。( 写真 / 台北市政府
観光伝播局 )

鮮
や
か
な
色
合
い
が
増
し
て

い
く
の
で
す
。
台
北
の
冬
は

街
全
体
の
活
力
が
感
じ
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、
新
旧
や
伝

統
と
現
代
を
ブ
レ
ン
ド
し
た

対
称
性
の
あ
る
物
事
が
街
中

に
溢
れ
ま
す
。

今
季
の
︽TAIPEI

︾で
は
、

冬
か
ら
春
へ
の
変
化
が
実
感

で
き
る
こ
の
時
期
な
ら
で
は

の
台
北
の
過
ご
し
方
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
2
0
2
2

年
は
2
月
1
日
が
旧
正
月
に

当
た
る
の
で
、
そ
の
期
間
中

に
現
地
の
人
た
ち
が
楽
し
む

風
習
と
旅
行
者
で
も
参
加
で

き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
知

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
台
北

の
対
称
性
を
理
解
す
る
こ
と

で
、
よ
り
こ
の
街
が
魅
力
的

に
見
え
る
は
ず
で
す
。
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台北の一日

台
北
は
山
々
や
高
い
丘
に

囲
ま
れ
た
盆
地
に
位
置
し
、

大
き
な
一
本
の
川
が
海
へ
と

続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

地
理
的
条
件
も
あ
っ
て
、
台

北
の
朝
と
夜
で
は
異
な
る
景

色
を
作
り
出
す
の
で
す
。

盆
地
と
い
う
点
か
ら
、
朝

陽
と
夕
陽
を
楽
し
む
に
は
高

台
に
上
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

台
北
市
内
で
最
も
高
台
に
あ

る
の
は
広
大
な
面
積
を
有
す

る
美
し
い
陽
明
山
国
家
公
園
、

あ
る
い
は
陽
明
山
を
含
む
火

山
群
の
頂
上
で
す
。
こ
こ
か

ら
見
下
ろ
す
街
並
み
、
そ
し

て
朝
陽
と
夕
陽
は
ま
さ
に
壮

観
の
一
言
。
朝
は
連
な
る
山
々

が
眼
下
に
広
が
り
、
自
然
の

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
感
じ
ら
れ

ま
す
し
、
火
山
群
の
中
で
も

最
高
峰
と
な
る
七
星
山
と
そ

れ
に
次
ぐ
大
屯
山
の
頂
上
か

ら
北
方
を
望
め
ば
、
海
沿
い

の
街
並
と
ど
こ
ま
で
も
広
が

る
東
シ
ナ
海
を
拝
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。  

平
地
で
朝
陽
と
夕
陽
を
楽

し
む
な
ら
、
台
北
南
東
部
に

あ
る
象
山
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

02
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象
山
親
山
步
道
か
ら
は
台
北

1
0
1
や
付
近
に
あ
る
ビ
ル

群
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
そ
れ

ら
の
窓
に
朝
陽
が
反
射
し
て

キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
素
晴
ら
し

い
景
色
を
作
り
出
し
ま
す
。

夕
暮
れ
時
に
は
山
々
の
向
こ

う
へ
ゆ
っ
く
り
と
沈
ん
で
い

く
夕
日
が
眺
め
ら
れ
ま
す
し
、

自
然
の
静
け
さ
の
中
に
身
を

委
ね
れ
ば
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

時
間
が
過
ご
せ
る
で
し
ょ
う
。

台
北
ま
で
お
越
し
に
な
れ

な
い
方
は
、
台
北
市
内
の
ラ

イ
ブ
映
像
を
見
る
と
い
う
方

法
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。
こ
れ

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

使
っ
て
台
北
各
地
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
動
画
を
見
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
、
台
北
1
0
1

周
辺
の
様
子
も
4K
動
画
で
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ

は
定
期
的
に
角
度
を
変
え
、

ズ
ー
ム
イ
ン
や
ア
ウ
ト
を
繰

り
返
し
て
い
る
の
で
、
様
々

な
視
点
か
ら
景
色
を
楽
し
め

ま
す
し
、
24
時
間
い
つ
で
も

見
ら
れ
る
の
で
昼
と
夜
の
違

い
も
分
か
る
で
し
ょ
う
。
台

北
ま
で
来
ら
れ
る
方
は
、
台

北
1
0
1
の
89
階
に
あ
る
展

望
台
に
登
る
と
、
こ
こ
で
し

か
見
ら
れ
な
い
3
6
0
度
パ

ノ
ラ
マ
の
景
色
を
堪
能
で
き

ま
す
。

こ
の
他
に
も
広
大
な
景
観

が
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
、
碧
山
巌
と
猫
空
が
あ
り

ま
す
。
碧
山
巌
は
内
湖
の
白

石
湖
休
間
農
業
区
に
位
置
し
、

盆
地
の
内
側
に
広
が
る
台
北

の
平
野
を
一
望
で
き
る
場
所

で
す
。

猫
空
が
あ
る
文
山
区
は
台

北
平
野
の
は
ず
れ
に
位
置
し

て
い
て
、
趣
の
あ
る
老
舗
の

茶
屋
が
多
数
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。
現
地
で
採
れ
た
お
茶

や
郷
土
料
理
を
楽
し
め
ま
す

し
、
夕
方
以
降
は
夕
日
に
染

ま
る
台
北
の
街
並
み
や
台
北

1
0
1
付
近
の
夜
景
が
眺
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
茶
畑
か
ら

吹
く
さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ

ら
れ
る
猫
空
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

で
の
移
動
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

住所
開館時間

信義区信義路五段 7 号 89 階
11：00 〜 19：00（ 火曜 － 金曜 ）
10：00 〜 19：00（ 土曜と日曜 ）

（月曜定休）

台北 101 展望台

02. ネオンで煌めく台北の夜は、碧山巌を訪れた人たちに最高
の夜景を提供してくれます。( 写真 /Samil Kuo )

サイト

4K 台北観光即時影像
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季節の始まりと終わり

03

暦
の
上
で
は
冬
至
は
冬

の
始
ま
り
、
春
分
は
冬
の

終
わ
り
を
意
味
し
ま
す
。

2
0
2
1
年
は
12
月
21
日
が

冬
至
、
2
0
2
2
年
3
月
20

日
が
春
分
で
す
。

冬
至
は
「
冬
が
至
る
」
と

書
き
ま
す
が
、
名
前
の
と
お

り
こ
の
日
を
境
に
だ
ん
だ
ん

と
日
が
長
く
な
り
、
天
文
学

的
に
は
陽
気
が
入
っ
て
く
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
正
月

を
挟
む
こ
の
時
期
は
家
族
が

再
会
す
る
季
節
で
も
あ
り
、

「
湯
圓
」
と
い
う
食
べ
物
を
食

べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
湯

圓
は
団
子
状
を
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
整
っ
た
形
状
か
ら

一
家
団
ら
ん
を
表
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
湯
圓

は
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
個
以
上

食
べ
る
と
い
う
習
わ
し
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
湯
圓
は
紅

白
に
分
か
れ
て
い
て
、
白
は

「
銀
」
を
赤
は
「
金
」
を
表
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
食
べ
る
こ
と
で

家
庭
内
が
豊
か
に
な
る
そ
う

で
す
。

台
湾
で
は
、
冬
の
寒
い
時

期
を
栄
養
価
の
高
い
料
理
で

乗
り
切
り
ま
す
。
古
く
か
ら

冬
は
「
冬
眠
」
の
時
期
と
言

わ
れ
、
代
謝
が
鈍
る
た
め
に

滋
養
の
あ
る
食
べ
物
が
好
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
肉
類

や
脂
肪
分
の
多
い
料
理
ほ
ど

好
ま
れ
、
マ
ト
ン
鍋
や
薑
母

鴨
な
ど
の
鍋
料
理
は
非
常
に

人
気
で
す
。  

観
光
客
に
も
こ
う
い
っ
た

家
庭
的
な
料
理
を
食
べ
る
機

会
は
あ
り
ま
す
。
夜
市
へ
足

を
運
べ
ば
こ
れ
ら
の
料
理
を

提
供
し
て
い
る
お
店
が
あ
る

の
で
、
ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て

は
少
し
ず
つ
日
が
長
く
な
り

は
じ
め
、
春
の
兆
し
が
見
え

て
き
ま
す
。
こ
の
頃
に
は
開

花
を
始
め
る
花
々
を
愛
で
る

べ
く
、
多
く
の
人
た
ち
が
外

へ
繰
り
出
し
ま
す
。

特
に
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

広
大
な
敷
地
を
有
す
る
士
林

官
邸
は
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
賑
わ
い
ま
す
。
2
月
初

頭
か
ら
3
月
に
か
け
て
は
陽

明
山
国
家
公
園
で
桜
が
満
開
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04

05

と
な
り
、
春
節
の
直
前
に
は

台
北
の
市
花
で
あ
る
ツ
ツ
ジ

が
開
花
し
ま
す
。
ツ
ツ
ジ
を

楽
し
む
な
ら
、
国
立
台
湾
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
大
安
森

林
公
園
が
お
す
す
め
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。
ど
ち
ら
も
街
の
中

心
部
に
あ
り
、
地
下
鉄
の
駅

か
ら
も
す
ぐ
な
の
で
ア
ク
セ

ス
も
簡
単
で
す
。

春
節
は
春
の
始
ま
り
と
い

う
こ
と
で
、
春
巻
を
食
べ
る

習
慣
が
あ
り
ま
す
。
伝
統
的

な
春
巻
の
具
材
は
ニ
ン
ジ
ン
、

大
根
、
も
や
し
、
き
ゅ
う
り
、

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と
い
っ
た
新
鮮

な
野
菜
で
、
最
後
に
砂
糖
を

使
っ
て
味
付
け
を
し
ま
す
。

た
だ
、
現
在
で
は
揚
げ
た
も

の
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
て
、

具
材
も
豚
肉
や
エ
ビ
な
ど
が

使
わ
れ
ま
す
。
春
巻
き
は
黄

金
色
を
し
た
棒
状
の
形
が
金

塊
を
表
す
と
さ
れ
て
い
て
、

こ
れ
を
食
べ
る
こ
と
で
裕
福

に
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

03. 冬から春へと移り変わる季節にな
ると陽明山には桜が咲き乱れ、多く
の観光客たちで賑わいます。( 写真 /
Yengping )

04. にんじんや大根、ピーナッツなど
の食材を混ぜた春巻きは、春の訪れを
感じられる旧正月ならではの料理で
す。( 写真 /Taiwan Scene )

05. 冬至に食べられる湯圓は、一年の
終わりと家族が集まって団らんをする
季節の到来を表しています。( 写真 /
Taiwan Scene )
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台北で迎える新年

新
年
を
海
外
で
迎
え
た
い

方
や
伝
統
行
事
、
祭
事
な
ど

が
好
き
な
方
に
と
っ
て
、
冬

の
台
北
は
魅
力
的
な
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
冬
の

間
、
で
き
る
だ
け
長
期
間
台

北
に
滞
在
す
る
か
、
2
度
に

分
け
て
訪
問
を
す
る
こ
と
で

主
要
な
イ
ベ
ン
ト
は
全
て
網

羅
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ま
ず
は
12
月
か
ら
1
月
に

か
け
て
ク
リ
ス
マ
ス
と
年
越

し
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

年
越
し
か
ら
お
よ
そ
一
カ
月

後
の
1
月
中
旬
か
ら
2
月
中

旬
の
間
に
旧
正
月
が
や
っ
て

き
ま
す
。
特
に
旧
正
月
は
休

み
の
期
間
も
長
く
、
祭
事
や

伝
統
行
事
を
行
っ
て
新
年
を

祝
う
の
で
、
現
地
の
正
月
を

味
わ
う
の
で
あ
れ
ば
こ
の
時

期
は
外
せ
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
ク
リ
ス
マ
ス
シ

ー
ズ
ン
に
は
街
中
が
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
や
装
飾
で
彩
ら

れ
ま
す
し
、
大
晦
日
に
は
新

年
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
も
行
わ
れ
る
の
で
、

こ
ち
ら
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

特
に
大
晦
日
は
台
北
市
政
府

に
屋
外
ス
テ
ー
ジ
が
設
置
さ

れ
、
何
時
間
に
も
わ
た
っ
て

パ
レ
ー
ド
や
有
名
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
、

一
番
の
目
玉
は
言
わ
ず
と
し

れ
た
台
北
1
0
1
の
壮
麗
な

花
火
で
す
。

旧
正
月
の
休
み
期
間
は
家

族
や
友
人
と
の
ん
び
り
過
ご

す
人
も
多
い
で
す
が
、
観
光

で
訪
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ

の
時
期
に
し
か
味
わ
え
な
い

独
特
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
現
地
の
人
た
ち
は

正
月
休
み
に
入
る
前
に
家
の

中
を
徹
底
的
に
掃
除
し
ま
す
。

古
く
な
っ
た
も
の
や
不
運
を

外
に
追
い
出
し
て
、
新
た
な

幸
運
を
招
き
入
れ
る
と
い
う

考
え
方
で
す
。
そ
の
た
め
旧

正
月
前
に
は
街
中
で
縁
起
が

良
い
と
さ
れ
る
赤
い
衣
類
や

年
越
し
に
欠
か
せ
な
い
グ
ッ

ズ
、
新
年
用
の
商
品
な
ど
が

販
売
さ
れ
ま
す
。
こ
の
期
間

は
他
の
時
期
に
は
な
い
台
北

独
自
の
陽
気
な
雰
囲
気
が
味

わ
え
ま
す
。 

こ
う
い
っ
た
正
月
関
連
の

06
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商
品
は
、
歴
史
あ
る
古
い
商

店
街
で
開
か
れ
る
台
北
年
貨

大
街
で
購
入
で
き
ま
す
。
こ

の
時
期
に
は
通
り
が
ラ
ン
タ

ン
や
伝
統
的
な
装
飾
で
彩
ら

れ
、
至
る
と
こ
ろ
で
大
安
売

り
の
看
板
を
見
か
け
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
他
に
も
伝
統
芸

術
や
工
芸
品
の
展
示
、
あ
ち

こ
ち
か
ら
聞
こ
え
る
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
た
ち
の
外
国
語
な
ど

は
こ
の
時
期
の
風
物
詩
と
言

え
ま
す
。
数
あ
る
商
店
街
の

中
で
も
特
に
規
模
が
大
き
く
、

有
名
な
の
が
台
北
最
古
の
商

店
街
で
あ
る
迪
化
街
で
す
。

こ
こ
は
地
域
な
ら
で
は
の
伝

統
的
な
商
品
や
漢
方
薬
、
布

類
な
ど
が
有
名
で
、
台
北
北

部
最
大
の
問
屋
街
で
も
あ
り

ま
す
。

新
年
は
新
し
い
服
を
着
る

と
幸
運
を
呼
び
込
め
る
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
、
機
会
が

あ
れ
ば
衣
類
を
買
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
特
に
高
貴
さ
と
忠

誠
心
の
象
徴
で
あ
る
龍
、
中

華
式
の
金
塊
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
富
の
象
徴
と
さ
れ
る

金
魚
な
ど
を
あ
し
ら
っ
た
も

の
は
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
服
以

外
に
も
ち
ょ
っ
と
し
た
装
飾

品
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て

も
使
わ
れ
ま
す
。

お
す
す
め
の
お
店
は

1
9
3
6
年
に
上
海
で
開
園

し
、
1
9
4
9
年
に
台
北
に

移
設
さ
れ
た
小
花
園
で
す
。

こ
こ
で
は
豪
華
な
刺
繍
の
施

さ
れ
た
伝
統
的
な
靴
、
財
布
、

ス
カ
ー
フ
、
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ

ス
、
子
供
服
な
ど
を
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
も
う

一
軒
お
す
す
め
し
た
い
の
が
、

新
年
の
華
々
し
い
雰
囲
気
を

味
わ
い
つ
つ
、
こ
の
時
期
に

合
っ
た
グ
ッ
ズ
が
買
え
る
福

來
許
と
い
う
お
店
で
す
。
も

と
も
と
漢
方
薬
の
工
場
だ

っ
た
４
階
建
て
の
建
物
を
改

築
し
た
お
店
で
、
カ
フ
ェ
、

茶
屋
、
バ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン

を
兼
ね
て
い
る
ほ
か
、
商
品

の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。
特

徴
は
店
内
の
レ
ト
ロ
な
雰
囲

気
と
、
ス
タ
ッ
フ
が
着
用
し

て
い
る
チ
ャ
イ
ナ
服
で
す
。

迪
化
街
の
最
盛
期
で
あ
っ
た

1
9
2
0
年
代
を
想
起
さ
せ

る
お
店
と
な
っ
て
い
ま
す
。

販
売
さ
れ
て
い
る
商
品
は
、

台
湾
伝
統
の
切
り
紙
や
刺
繍

で
作
ら
れ
た
壁
に
掛
け
る
装

飾
品
、
干
支
の
置
物
、
パ
ス

ポ
ー
ト
ケ
ー
ス
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
の
ポ
ー
チ
な
ど

様
々
で
、
中
に
は
旧
正
月
シ

ー
ズ
ン
限
定
の
商
品
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
他
に
も
伝
統
的
な
建

築
物
や
老
舗
を
巡
る
ガ
イ

ド
付
き
ツ
ア
ー
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
正
月
飾
り
が
作
れ
る

D
I
Y
体
験
な
ど
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
も
楽
し
め
ま
す
。

2
0
2
1
年
の
締
め
く
く
り

と
新
た
な
一
年
の
ス
タ
ー
ト

を
台
北
で
過
ご
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

06. 冬台北の人たちは毎年、大晦日になると台北 101
の前に集まり、打ち上がる花火を鑑賞して新しい 1 年
を迎えます。( 写真 /Samil Kuo )

07. 旧正月には乾燥させた肉やソーセージなど年を超
すための正月用品を買い込むという伝統的な風習があ
ります。( 写真 /Yengping )

08. 迪化街で取り扱っているは伝統的な切り紙アート
は、家族や友人への贈り物として最適です。( 写真 / 福
来許 )

0708

季節ごとに異なる魅力が楽しめる台湾旅行
の詳細はこちら
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文：Jenna Lynn Cody　編集：下山敬之 　写真：Yenyi Lin

真っすぐなレールと
紆曲を経た台北鉄道の歴史

MRT 北門駅の近辺には国立台湾博物館鉄道部パークがあります。ここはかつて台湾総督府鉄道局
として利用されていた場所で、日本時代に建設された建物をリニューアルし、2020 年にグランドオ
ープンを果たしました。もともとは 1920 年代に台湾鉄道システムを管理するために設立された建物
でしたが、16 年に及ぶ修復期間を経て台湾鉄道の歴史を伝える場所として蘇りました。

台湾鉄道の歴史は清朝時代にまで遡ります。当時、巡撫という役職にあった劉銘伝が 1887 年に鉄
道インフラを整備したことが始まりです。鉄道のレールは可能な限り真っすぐに敷設されるのが一
般的ですが、台湾の鉄道システムの歴史は曲がりくねった道のように紆余曲折を経て現在に至りま
した。

ここでは鉄道の近代化の流れだけでなく、レトロで美しい建築物やそれらを修復する過程を知る
こともできるので、鉄道の歴史が好きな人たち以外からも大きな注目を集めています。

01
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首
都
に
鉄
道
局
を
建
て
た

理
由
は
、
日
本
時
代
の
総
督

府
が
基
隆
か
ら
高
雄
ま
で
の

幹
線
を
建
設
す
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
た
た
め
で
す
。

台
北
の
北
門
に
立
つ
こ
の
建

物
は
、
1
階
部
分
と
2
階
部

分
で
構
造
が
異
な
り
ま
す
。

1
階
の
外
壁
に
は
レ
ン
ガ
が

01. 国立台湾博物館鉄道部パークで
は台湾鉄道が栄えた 1900 年代の様
子が再現されています。

02

03

台
湾
総
督
府
鉄
道
局

用
い
ら
れ
、
ア
ー
ル
デ
コ
と

呼
ば
れ
る
装
飾
様
式
を
用
い

た
ア
ー
チ
状
を
し
て
い
ま
す
。

対
し
て
2
階
部
分
は
木
造
で
、

屋
根
や
内
部
の
構
造
に
い
た

る
ま
で
阿
里
山
産
の
ヒ
ノ
キ

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
い

ま
す
。

こ
の
建
物
は
日
本
時
代
か

ら
第
二
次
世
界
大
戦
以
降

も
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、

1
9
8
9
年
に
一
度
廃
屋

と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
2
0
0
5
年
に
再
利
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
し
、

2
0
0
9
年
に
は
国
立
台
湾

博
物
館
と
の
提
携
が
実
現
。

2
0
1
4
年
か
ら
2
0
1
6

年
に
か
け
て
修
復
作
業
が
行

わ
れ
、
現
在
は
1
9
9
0
年

代
の
姿
を
取
り
戻
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
1
9
9
1
年
に

は
エ
ド
ワ
ー
ド‧

ヤ
ン
監
督

の
映
画
「
輝
か
し
き
日
々
」
、

1
9
9
8
年
に
は
中
国
の
ポ

ッ
プ
シ
ン
ガ
ー
李
玟
の
ヒ
ッ

ト
曲
「Di Da Di

」
の
撮
影
地

と
し
て
も
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
建
物
に
は
管
理
部
署

の
他
に
、
ボ
ザ
ー
ル
様
式
を

取
り
入
れ
た
美
し
い
会
議
室

も
あ
り
ま
す
。
印
象
深
い
楕

円
形
の
天
井
か
ら
「
オ
ー
バ

ル‧

ホ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る

こ
の
会
議
室
は
、
豪
華
な
柱

頭
の
装
飾
に
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

な
ど
の
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー

ツ
が
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
他
、

敢
え
て
塗
装
を
行
わ
ず
、
ま

だ
ら
状
の
表
面
を
残
す
こ
と

で
経
年
変
化
を
鑑
賞
で
き
る

02. 豪華なエントランス部分は、こ
れまで数々の映画や MV の撮影に使
われてきました。

03. 天井には楕円形の漆喰装飾が残
されていて、当時の職人の技術力の
高さが伺えます。

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
建
物
と
そ
の
他
の
付

随
す
る
建
物
は
、
台
湾
鉄
道

の
長
年
の
歴
史
を
現
代
に
語

り
継
ぐ
重
要
な
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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台
湾
の
鉄
道
開
発
に
は
紆

余
曲
折
の
歴
史
が
あ
り
ま
す

が
、
鉄
道
文
化
常
設
展
で
は

近
代
化
に
至
る
ま
で
の
流
れ

を
４
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分

け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
の
鉄
道
」
と
い

う
コ
ー
ナ
ー
で
は
台
湾
鉄
道

の
変
遷
が
見
ら
れ
ま
す
。
劉

銘
伝
が
掲
げ
た
基
隆—

新
竹

間
を
つ
な
ぐ
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
は
、
1
8
8
0
年
に
台
湾

北
部
で
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
線
路
は

レ
ー
ル
規
格
や
設
計‧

施
行

水
準
が
基
準
を
満
た
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
す
ぐ

に
廃
線
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
古
い
線
路
は
現
在
、
市
民

大
通
と
い
う
通
り
沿
い
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
1
8
9
5

年
以
降
の
日
本
時
代
も
鉄
道

の
貨
物
輸
送
の
需
要
が
拡
大

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
台
湾

総
督
府
は
技
術
者
で
あ
っ
た

長
谷
川
謹
介
氏
を
招
き
、
鉄

道
敷
設
部
技
師
長
に
任
命
し

ま
し
た
。

鉄
道
文
化
常
設
展

台
湾
縦
貫
線
が
完
成
し
た

1
9
0
8
年
、
総
督
府
は
こ

れ
ら
の
線
路
を
現
在
の
忠
孝

西
路
と
中
華
路
へ
と
移
設
し

ま
す
。
当
時
は
ま
だ
台
湾
の

南
北
を
一
日
で
移
動
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
、
こ
れ
が
実

現
し
た
の
は
1
9
5
6
年
で

す
。
飛
快
車
と
い
う
特
急
列

車
が
5.5
時
間
で
の
移
動
を
実

現
し
ま
し
た
。
市
民
か
ら
愛

さ
れ
た
温
か
い
お
弁
当
と
可

愛
ら
し
い
客
室
乗
務
員
の
姿

は
現
在
で
も
懐
か
し
い
記
憶

と
し
て
多
く
の
人
の
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。
台
湾
鉄
道

の
旅
は
そ
の
後
、
よ
り
高
速

で
移
動
で
き
る
新
幹
線
の
登

場
に
よ
っ
て
大
き
な
発
展
を

遂
げ
ま
し
た
。

「
列
車
の
歴
史
」
、
「
鉄

道
情
報
の
解
読
」
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
列
車
の
発
展
と
、
そ

れ
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
の
複

雑
さ
に
焦
点
を
当
て
た
展
示

を
し
て
い
ま
す
。
古
い
切
符

や
回
転
式
改
札
口
、
過
去
の

時
刻
表
な
ど
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

品
の
展
示
も
あ
り
ま
す
し
、

か
つ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
列

車
の
座
席
に
腰
を
掛
け
て
歴

史
に
浸
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
現
代
的
な
時
空
秩
序
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
列
車
と

人
々
の
生
活
が
ど
の
よ
う
に

し
て
繋
が
っ
て
き
た
の
か
を

時
間
と
空
間
を
使
っ
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
空

間
に
関
し
て
は
線
路
や
駅
の

場
所
が
ど
う
変
遷
し
て
い
っ

た
か
な
ど
で
す
。
鉄
道
の
変

遷
は
新
し
く
で
き
た
淡
水
線

を
含
む
台
北
の
都
市
開
発
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
過
去
に
鉄
道

の
時
刻
表
が
で
き
た
こ
と
で
、

台
湾
人
に
時
間
と
い
う
概
念

を
植
え
つ
け
る
キ
ッ
カ
ケ
も

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
う
し
た
変
化
に
触
れ
て
み

ま
し
ょ
う
。

04

05

04. 切符売り場や改札など館内の至
るところでかつての駅舎内の様子が
再現されています。

05. 鉄道の模型からは、かつて列車
がどのように扇形の車庫に入ってい
たのかを知ることができます。
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06

07

06. かつての車両内の様子が再現された廊下を歩くと当時にタイムスリップをした
かのような感覚が味わえます。

07. 洋式の木造建築だった食堂は天井から窓に至るまで見事に復元されています。

か
つ
て
社
員
食
堂
だ
っ
た

場
所
は
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や

教
室
、
展
示
室
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
食
堂
は
現
在
、

メ
イ
ン
の
建
物
内
に
あ
り
ま

す
が
、
1
9
3
3
年
の
完
成

食
堂

当
初
は
別
の
場
所
に
あ
り
ま

し
た
。
当
時
は
外
壁
に
イ
ギ

リ
ス
式
と
ド
イ
ツ
式
の
下
見

板
が
張
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
そ
れ
ら
が
内
壁
と
し

て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、

食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
そ
う

し
た
時
間
の
移
り
変
わ
り
を

見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
ん
な
食
堂
で
す
が
、
完

璧
に
修
復
を
す
る
の
で
は
な

く
、
保
存
を
重
視
す
る
こ
と

を
選
び
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

2
階
へ
上
る
階
段
の
近
く
に

あ
っ
た
暗
色
の
木
製
装
飾
が

当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
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08

09

 

電
気
室
は
1
9
2
5
年
頃

に
建
て
ら
れ
、
鉄
道
局
の
電

報
や
電
話
、
電
子
計
器
へ
の

電
源
供
給
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
は
発
電
設
備
が
あ

り
、
放
熱
が
必
要
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
屋
根
部
分
に
開
閉

可
能
な
通
気
孔
が
付
い
て
い

ま
す
。
1
9
7
0
年
代
に
は

一
時
的
に
オ
フ
ィ
ス
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在

は
カ
フ
ェ
と
し
て
機
能
し
て

い
ま
す
。

1
9
3
4
年
に
建
設
さ
れ

た
工
務
室
は
公
共
工
事
部
が

使
用
し
、
第
二
次
世
界
大
戦

後
は
政
府
の
管
理
下
で
輸
送

部
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
品
が
展
示

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

変
化
す
る
時
代
の
中
で
行
わ

れ
た
取
捨
選
択
の
詳
細
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

残
さ
れ
た
も
の
の
中
に
は

屋
根
の
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
の
タ
イ
ル

が
再
利
用
で
き
る
状
態
で
は

な
か
っ
た
た
め
、
一
部
新
し

M
R
T
北
門
駅
の
2
番
出

口
の
近
く
に
は
覗
き
窓
の
つ

い
た
レ
ン
ガ
製
の
石
垣
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
1
8
8
5

年
に
劉
銘
伝
が
創
設
し
た
台

北
機
械
局
の
跡
地
で
す
。
機

械
局
は
当
時
、
清
王
朝
政
府

や
台
湾
で
は
不
可
能
で
あ
っ

た
弾
薬
製
造
と
火
器
の
修
復

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
場
所
は
台
湾
の

鉄
道
部
パ
ー
ク
に
は
面
白

い
形
を
し
た
建
物
が
二
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
防
空
壕
の

役
目
も
担
っ
て
い
た
戦
時
作

戦
指
揮
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て

も
う
一
つ
は
八
角
楼
で
す
。

1
9
4
3
年
に
建
設
さ
れ
た

司
令
部
当
初
、
釣
り
鐘
型
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
14
年
後

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
壁
が

加
え
ら
れ
た
こ
と
で
円
錐
形

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
近

代
国
家
に
お
い
て
欠
か
す
こ

電
気
室
と
工
務
室

台
北
機
械
局

戦
時
作
戦
指
揮 

セ
ン
タ
ー

い
タ
イ
ル
を
加
え
て
修
復
さ

れ
ま
し
た
。
古
い
タ
イ
ル
は

色
味
が
暗
い
の
で
、
晴
れ
た

日
に
は
新
し
い
タ
イ
ル
と
古

い
タ
イ
ル
の
差
が
ハ
ッ
キ
リ

と
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
古

い
梁
と
新
し
い
梁
を
繋
ぎ
合

わ
せ
て
い
る
点
も
大
き
な
特

徴
で
す
。
こ
れ
に
は
台
湾
産

や
ベ
ト
ナ
ム
産
の
ヒ
ノ
キ
で

作
ら
れ
た
梁
に
ナ
ン
バ
リ
ン

グ
を
施
し
、
詳
細
を
記
録
す

る
と
い
う
複
雑
な
手
順
が
必

要
で
し
た
が
、
結
果
的
に
完

成
度
は
高
く
な
っ
た
と
言
え

ま
す
。

近
代
化
と
産
業
化
が
ス
タ
ー

ト
し
た
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え

ま
す
。

修
復
作
業
を
進
め
る
中
で
、

機
械
局
の
そ
ば
に
玉
石
が
と

石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
石
畳

の
道
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
台
湾
に
は
舗
装
さ
れ

て
い
る
道
路
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
た
め
、
こ
の
道
は
台

北
で
初
め
て
建
設
さ
れ
た
駅

舎
へ
つ
な
が
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

08. 工務室には児童が楽しみながら鉄道に関する知
識を深められる展示スペースがあります。

09. 園内では過去に実際に使用されていた機器も展
示されています。
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10

と
が
で
き
な
い
鉄
道
と
い
う

イ
ン
フ
ラ
設
備
を
守
る
た
め

に
、
防
空
壕
の
よ
う
な
機
能

を
備
え
る
要
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
指
令
室
内
の
壁
に
は

台
湾
の
地
図
が
掛
け
ら
れ
、

有
事
の
際
に
は
高
官
た
ち
が

島
内
の
状
況
を
逐
一
把
握
で

き
た
そ
う
で
す
。

司
令
室
の
近
く
に
は
レ
ン

ガ
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
造
ら

れ
た
八
角
形
の
建
物
が
あ
り

ま
す
。
傘
の
よ
う
な
中
央
の

柱
と
そ
こ
か
ら
広
が
る
梁
が

屋
根
を
支
え
る
構
造
に
な
っ

て
い
て
、
高
い
通
気
性
が
確

保
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
こ
の
建
物
は
か
つ
て
の

男
子
ト
イ
レ
で
、
中
央
の
柱

か
ら
8
つ
の
小
便
器
に
仕
切

ら
れ
、
壁
沿
い
に
は
個
室
が

並
ん
で
い
ま
す
。
建
物
の
外

壁
に
は
丸
い
く
ぼ
み
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
か
つ

て
洗
面
台
が
取
り
付
け
ら
れ

て
い
た
場
所
で
す
。
現
在
は

園
内
の
各
建
物
を
解
説
す
る

場
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

国
立
台
湾
博
物
館
鉄
道
部

パ
ー
ク
で
は
台
湾
鉄
道
の
歴

史
を
時
間
と
空
間
の
両
方
か

ら
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
か
つ
て
は
北
部
か
ら
南

部
ま
で
丸
一
日
か
か
っ
て
い

た
の
が
、
約
5
時
間
に
短
縮

さ
れ
、
現
在
で
は
2
時
間
以

内
に
到
着
で
き
る
ま
で
に
発

展
し
て
い
ま
す
。
台
湾
鉄
道

は
台
北
市
内
だ
け
で
な
く
台

湾
全
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

繋
ぎ
、
距
離
や
時
間
の
概
念

を
変
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

園
内
に
は
色
の
違
い
を
残
し

た
壁
や
特
徴
的
な
建
築
様
式
、

か
つ
て
の
鉄
道
設
備
な
ど
を

残
す
こ
と
で
、
訪
れ
る
人
を

タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
へ
と
誘
い

ま
す
。
台
北
を
起
点
と
し
た

電
車
の
旅
は
一
直
線
に
感
じ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

こ
に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
は
紆

余
曲
折
を
経
て
現
在
へ
と
繋

が
っ
て
い
る
の
で
す
。

10. 八角形をした特殊な建物は、当時園内で「最も豪華なトイ
レ」と呼ばれていました。

住所
開館時間 
サイト

大同区延平北路一段 2 号
9：30 ～ 17：00 ( 月曜定休 )
www.ntm.gov.tw/jp/content_178.html

国立台湾博物館鉄道部パーク
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士林の歴史と近代の発展

01

陽
明
山
国
家
公
園
と
淡
水

河
の
間
に
位
置
す
る
士
林
は
、

清
朝
時
代
か
ら
そ
の
歴
史
が

始
ま
り
ま
し
た
。
1
7
0
0

年
代
以
降
に
台
北
北
部
の
重

要
な
郊
外
都
市
と
な
っ
た
場

所
で
、
食
と
文
化
の
中
心
地

と
し
て
知
ら
れ
る
現
在
で
も

か
つ
て
の
寺
院
や
歴
史
的
価

値
の
あ
る
重
要
な
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
残
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
政
治
、
軍
事
指

導
者
で
あ
る
蒋
介
石(

ジ
ャ

ン‧

ジ
ェ
シ
ー)

を
始
め
と

す
る
国
民
党
の
メ
ン
バ
ー
達

も
こ
の
地
を
好
み
、
こ
の
近

く
に
台
湾
で
最
も
有
名
な
2

つ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
圓
山

大
飯
店
と
国
立
故
宮
博
物
院

を
建
造
。
さ
ら
に
、
蒋
介
石

元
総
統
の
邸
宅
も
こ
の
士
林

に
あ
り
、
妻
の
宋
美
齡(

ソ

ン‧

メ
イ
リ
ン)

と
と
も
に

26
年
間
に
渡
っ
て
こ
の
地
で

暮
ら
し
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
世
界
的
に
有

名
な
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

あ
る
こ
と
か
ら
観
光
地
と
し

て
大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
い

ま
す
。
水
煎
包
や
タ
ピ
オ
カ

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
、
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
な

ど
、
台
湾
の
伝
統
料
理
か
ら

モ
ダ
ン
な
地
域
料
理
、
そ
し

て
各
国
の
料
理
ま
で
、
数
十

年
の
歴
史
を
持
つ
お
店
や
屋

台
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
士
林
に
向
か
う

の
は
食
通
の
人
た
ち
だ
け

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
台
湾
の

文
化
に
興
味
が
あ
る
人
た

ち
も
士
林
を
訪
れ
ま
す
。

2
0
1
7
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
﹁
台
湾
戯
曲
中
心
﹂
で
は
、

数
百
年
の
歴
史
を
持
つ
オ
ペ

ラ
の
公
演
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
し
、
2
0
2
2
年
に
オ
ー

プ
ン
予
定
の
﹁
台
北
表
演
芸

術
中
心
﹂
は
、
こ
の
地
域
の

新
し
い
文
化
的
象
徴
と
な
る

で
し
ょ
う
。

ど
ち
ら
の
会
場
も
印
象
的

で
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
夜
市

や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
な

ど
歴
史
あ
る
文
化
と
近
代
的

な
デ
ザ
イ
ン
の
建
造
物
を
体

験
で
き
る
士
林
は
、
過
去
と

未
来
に
ひ
た
り
な
が
ら
、
「
娯

楽
」
と
「
食
」
が
楽
し
め
る

街
な
の
で
す
。
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01. 現在の士林は台北表演芸術中心のような革新的な建
築物が増え、かつてない発展を遂げています。( 写真 /
台北表演芸術中心 ）

02. 台湾の様々な屋台料理が集まる士林夜市は、現地の
人や観光客が多く集まる活気に満ちた場所です。( 写真
/Max Oh ）

02

士
林
夜
市
は
台
北
で
一
番

有
名
な
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。
夕
方
に
は
現
地
の
人
だ

け
で
な
く
海
外
か
ら
来
た
観

光
客
た
ち
が
食
事
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
、
娯
楽
を
目
的
に
士

林
へ
と
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

高
校
生
や
大
学
生
な
ど
は
放

課
後
に
友
人
や
恋
人
と
一
緒

に
士
林
夜
市
を
訪
れ
、
年
配

の
方
々
は
友
人
と
会
食
を
し

た
り
、
何
十
年
も
通
っ
て
い

る
お
店
や
屋
台
に
顔
を
出
し

ま
す
。
ま
た
、
空
港
か
ら
直

接
訪
れ
る
外
国
人
も
多
く
、

香
港
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣

の
都
市
か
ら
グ
ル
メ
ツ
ア
ー

で
足
を
運
ぶ
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

士
林
夜
市
は
2
0
1
1
年

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
、

道
路
沿
い
に
並
ん
で
い
た
屋

台
が
地
下
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト

へ
移
動
し
、
地
上
に
は
商
品

を
販
売
す
る
お
店
か
、
射
的

や
く
じ
引
き
な
ど
の
お
店
だ

け
が
残
り
ま
し
た
。
フ
ー
ド

コ
ー
ト
に
は
フ
ラ
イ
ド
チ
キ

ン
や
臭
豆
腐
、
花
枝
丸
、
焼

き
肉
ま
ん
な
ど
が
あ
り
、
台

軽食

湾
の
定
番
屋
台
料
理
が
一
度

に
味
わ
え
ま
す
。
新
し
く
で

き
た
ビ
ル
の
北
側
に
は
、
さ

ら
に
多
く
の
お
店
や
レ
ス
ト

ラ
ン
、
屋
台
と
い
っ
た
飲
食

店
が
密
集
し
て
い
る
他
、
歩

行
者
天
国
の
近
く
に
は
古
い

寺
院
や
日
本
植
民
地
時
代
の

建
物
、
様
々
な
お
店
が
並
ぶ

士
林
市
場
が
あ
り
ま
す
。
市

場
は
昔
か
ら
揚
げ
物
や
蒸
し

物
、
焼
き
物
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
台

湾
の
地
域
性
を
色
濃
く
反
映

し
た
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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圓
山
水
神
社
は
日
本
時
代

に
建
て
ら
れ
た
神
社
の
中

で
も
現
在
ま
で
残
っ
て
い

る
数
少
な
い
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。
台
湾
の
植
民
地
時
代
と

1
9
0
0
年
代
の
士
林
の
発

展
を
象
徴
す
る
場
所
で
、
非

常
に
魅
力
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
建
物
は
M
R
T
剣
潭

駅
か
ら
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ

り
、
生
け
垣
が
美
し
い
庭
園
と

広
大
な
芝
生
の
中
に
建
っ
て

い
ま
す
。
日
本
軍
が
台
湾
を

当
地
し
て
い
た
1
8
9
5
年

か
ら
1
9
4
5
年
の
間
に
、

2
0
0
以
上
の
神
社
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
圓
山
水
神
社
は

水を活かした士林の歴史

そ
の
中
の
1
つ
で
す
。
植
民
地

時
代
に
は
人
口
が
急
増
し
た
首

都
に
水
道
を
引
く
と
い
う
当
時

最
大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画

さ
れ
ま
し
た
。
1
9
3
0
年

頃
に
日
本
軍
は
陽
明
山
に
降
っ

た
大
量
の
雨
を
士
林
の
貯
水
池

に
流
す
た
め
の
水
路
建
設
に
着

手
し
ま
す
。

そ
の
工
程
で
何
人
か
の
作

業
員
が
事
故
に
遭
っ
て
亡
く

な
り
ま
し
た
。
貯
水
池
で
働

く
作
業
員
た
ち
は
、
神
道
の

水
神
を
祀
る
だ
け
で
な
く
、

亡
く
な
っ
た
同
僚
た
ち
を
追

悼
す
る
た
め
に
、
彼
ら
を
称

え
る
資
金
を
集
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
神
社
が

撤
去
さ
れ
る
か
中
国
的
な
神

社
に
改
築
さ
れ
ま
し
た
が
、

圓
山
水
神
社
は
台
湾
水
利
公

司
陽
明
支
社
が
保
護
し
、
敷

地
を
譲
り
受
け
て
改
築
さ
れ

た
た
め
に
、
取
り
壊
し
を
免

れ
ま
し
た
。

目
印
と
な
る
石
灯
籠
か
ら

石
段
を
上
が
る
と
中
華
風
の

東
屋
が
あ
り
、
中
に
は
水
神

を
祀
る
小
さ
な
木
造
の
家
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
付
近
一
帯

は
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い

る
も
の
の
、
忘
れ
去
ら
れ
た

よ
う
な
物
悲
し
さ
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。
本
殿
の
他
に
も
お

清
め
の
泉
や
獅
子
の
石
像
な

ど
も
あ
り
、
神
社
ら
し
い
雰

囲
気
が
残
っ
て
い
ま
す
。
探

検
が
好
き
な
方
や
こ
う
い
っ

た
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
が
好
き
な

方
は
、
ぜ
ひ
散
策
を
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
山
道
を
登
ら

れ
る
方
は
20
世
紀
後
半
に
廃

止
さ
れ
、
埋
め
立
て
ら
れ
た

古
い
貯
水
池
の
形
跡
を
探
し

て
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

03

04

03-04. 圓山水神社は日本人が台湾に残した近代的
なインフラです。
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05

06

07

05. 士林小学校の敷地内には、かつて八芝蘭公学校だったこ
ろのクラシックな旧校舎が残されています。( 写真 / 士林小
学校 )

06. 日本式の教育が行われていた時代は生徒たちが集まって
体操をしていました。( 写真 / 士林小学校 )

07. 様々なアトラクションが揃っている児童新楽園は、大人
から子供まで思いっきり楽しめる場所です。 

日
本
人
は
士
林
で
台
湾
の

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
・
拡
張
し

た
だ
け
で
な
く
他
の
公
共
施

設
の
建
設
に
も
着
手
し
ま
し

た
。
こ
の
地
区
に
あ
る
八
芝

蘭
公
学
校
は
日
本
人
が
設
立

し
た
台
湾
初
の
教
育
機
関
で

す
。
当
初
は
木
造
の
建
物
で

し
た
が
、
1
9
1
4
年
に
レ

ン
ガ
造
り
の
校
舎
に
建
て
替

え
ら
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

1
9
2
1
年
に
は
士
林
公
学

校
と
改
称
さ
れ
、
最
終
的
に

士
林
小
学
校
の
一
部
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
で
は
士
林
の

地
域
史
を
語
る
上
で
欠
か
す

ワーク＆プレイ

こ
と
が
で
き
な
い
場
所
で
す
。

建
物
に
は
20
世
紀
初
頭
に
流

行
し
た
ア
ー
チ
型
の
窓
や
ド

ア
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、

伝
統
的
な
門
柱
の
あ
る
入
り

口
に
は
、
今
で
も
八
芝
蘭
公

学
校
の
看
板
が
立
っ
て
い
ま

す
。
2
0
1
7
年
に
は
文
化

部
か
ら
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
学
校
内
の
歴
史
的
な

遺
物
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

士
林
の
近
く
に
あ
る
台
北

市
児
童
新
楽
園
は
、
台
北
の

子
供
た
ち
に
と
っ
て
の
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
台
湾
で
最
も
歴
史

の
古
い
施
設
で
あ
り
な
が
ら
、

最
も
新
し
く
作
ら
れ
た
遊
園

地
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は

1
9
3
7
年
に
日
本
軍
が
圓

山
地
区
の
子
供
た
ち
に
向
け

て
建
設
し
た
遊
園
地
で
す
。

後
に
何
度
か
の
経
営
者
の
交

代
を
経
て
、
2
0
1
4
年
に

市
政
府
が
最
新
の
遊
園
地
を

オ
ー
プ
ン
。
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ

ウ
ン
ド
、
観
覧
車
、
コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
、
バ
ン
パ
ー
カ
ー
な

ど
昔
馴
染
み
の
乗
り
物
を
目

当
て
に
、
年
間
を
通
し
て
多

く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
ま
す
。
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士
林
で
最
も
重
要
な
近
代

的
文
化
施
設
と
言
え
ば
、

台
湾
戯
曲
中
心
と
台
北
表
演

芸
術
中
心
の
2
つ
で
す
。

2
0
1
6
年
に
設
立
さ
れ
た

台
湾
戯
曲
中
心
は
非
常
に
特

徴
的
な
外
観
を
し
て
い
ま
す
。

外
壁
に
は
、
空
に
向
か
っ
て

真
っ
直
ぐ
伸
び
る
色
と
り
ど

り
の
格
子
が
付
い
て
い
る
他
、

施
設
は
3
棟
の
建
物
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
3
棟
の
う

ち
の
1
つ
は
広
々
と
し
た
建

物
、
残
り
2
つ
は
天
井
の
高

さ
の
異
な
る
ス
ク
ワ
ッ
ト
状

の
建
物
で
す
。
こ
の
デ
ザ
イ

アートハブ

ン
は
中
国
の
伝
統
演
劇
の
演

出
に
用
い
ら
れ
る
「
一
桌
二

椅
（
1
脚
の
テ
ー
ブ
ル
と
2

脚
の
椅
子
）
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
施

設
内
に
は
劇
場
や
上
演
ホ
ー

ル
が
あ
り
、
台
湾
音
楽
館
、

台
湾
国
楽
団
、
国
光
劇
団
と

い
っ
た
団
体
の
本
拠
地
で
も

あ
り
ま
す
。
台
湾
オ
ペ
ラ
を

は
じ
め
、
台
湾
や
世
界
各
国

の
伝
統
芸
能
や
音
楽
を
楽
し

む
た
め
に
街
中
か
ら
多
く
の

人
た
ち
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、

台
湾
戯
曲
中
心
は
台
湾
の
伝

統
芸
術
の
活
性
化
を
目
的
と

し
た
「
伝
芸
金
曲
奨
」
と
い

う
賞
も
主
催
し
て
い
ま
す
。

台
北
表
演
芸
術
中
心
は
、

ス
ペ
ー
ス
エ
イ
ジ
と
い
う
近

未
来
の
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入

れ
た
施
設
で
す
。
外
か
ら
見

る
と
ガ
ラ
ス
張
り
の
キ
ュ
ー

ブ
状
の
建
物
か
ら
か
ら
銀
色

の
建
物
と
地
球
儀
を
模
し
た

球
体
が
飛
び
出
る
よ
う
に
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
ホ
ー
ル
に
な
っ
て
い
て
、

中
に
は
ス
テ
ー
ジ
を
取
り
囲

む
よ
う
に
客
席
が
配
置
さ
れ

る
な
ど
、
施
設
内
も
先
鋭
的

な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。
各
国
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
洗
練
さ

れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
で
き
る
場
所
で
す
。

08

09

08. 台湾戯曲中心は伝統的な中華式演劇で用
る道具をデザインコンセプトとした建築物で
す。( 写真 / 国立伝統芸術中心 ）

09. 台湾戯曲中心で披露される演目には伝統
的な演劇と現代的なスタイルが取り入れられ
ています。( 写真 / 国立伝統芸術中心 ）
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の
で
、
か
つ
て
の
台
湾
の
リ

ー
ダ
ー
の
生
活
空
間
を
見
学

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
で
は
地
元
の
人
や
観
光

客
が
午
後
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
た
め
に
訪
れ
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
建
物
は
台
湾
が
権

威
主
義
か
ら
民
主
主
義
へ
移

行
し
た
象
徴
で
あ
り
、
士
林

が
歴
史
を
守
り
な
が
ら
近
代

化
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
例

と
言
え
ま
す
。

士
林
官
邸
は
日
本
時
代
に

は
園
芸
実
験
場
と
し
て
、
そ

の
後
、
台
湾
に
撤
退
し
て
き

た
蒋
介
石
夫
妻
の
住
居
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
二
人

は
戒
厳
令
が
敷
か
れ
て
い
た

時
代
に
、
蘭
や
バ
ラ
が
咲
く

庭
園
の
中
で
快
適
に
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。

1
9
9
6
年
に
は
庭
園

が
一
般
公
開
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

旧大統領官邸

た
内
部
が
見
学
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
施
設
内
は

伝
統
的
な
中
国
式
庭
園
や
西

洋
式
庭
園
が
あ
り
、
春
に
は

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
バ
ラ
、
秋

に
は
菊
の
花
の
展
覧
会
が
催

さ
れ
、
各
地
か
ら
花
が
好
き

な
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
。

2
0
1
1
年
に
は
リ
ビ
ン
グ

ル
ー
ム
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
を
含
む

本
邸
も
一
般
公
開
と
な
っ
た

10

11

12

11

10. かつて園芸実験場として利用され
ていた士林官邸は西洋的な雰囲気が漂
っています。( 写真 / 中正文教中心 ）

11-12. 以前は秘匿されてきた士林官邸
ですが現在は一般に開放され、現地の
人や旅行客が訪れる観光スポットとな
っています。( 写真 / 上：中正文教中心；
下：Yengping )
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写真 / Samil Kuo



25 24TAIPEI WINTER  2021

伝統的な建築様式は台北の景観を彩る重要な要素であり、街並みの中に美しいコントラストを作り出しています。＠林安泰古厝
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CULTURE & LIFESTYLE

文：Catherine Shih　編集：下山敬之 　写真：Taiwan Scene

台湾でも中国語起源とする十二支の考えが普及していて、それぞれの動物に基づいた民俗文化が
根付いています。来たる 2022 年は寅年ということで、《TAIPEI》 では虎にまつわる台北の風習や
信仰を紹介していきます。

01

虎爺の参拝ガイド
神に仕える獣
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台
湾
映
画
の
歴
史

(

テ
ィ
ザ
ー
動
画)

01. 台湾にある寺廟の多くは、虎爺を神様の祭壇の下や目立たない
場所に設置していることが多いですが、民間信仰においては非常に
重要な存在です。

02. 金運上昇のご利益があると信じられていることから、寺廟では
口にお金をくわえた虎爺の像が置かれています。

02

虎
に
は
獰
猛
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
台
湾
で
は

平
和
や
守
護
の
神
様
と
し
て

知
ら
れ
て
い
て
い
ま
す
。
こ

の
虎
は
虎
爺(

フ
ー
イ
エ)

と

呼
ば
れ
て
お
り
、
道
教
に
お

け
る
主
神
と
い
う
扱
い
で
は

な
く
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
従

神
で
す
。
ま
た
、
地
域
や
支

え
る
主
神
、
各
地
に
伝
わ
る

伝
承
な
ど
に
よ
っ
て
も
呼
称

が
変
わ
り
、
天
虎
将
軍
、
飛

虎
将
軍
、
山
軍
尊
神
、
下
壇

元
帥
、
黒
虎
将
軍
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。  

虎
は
元
々
台
湾
に
生
息
す

る
動
物
で
は
な
い
の
で
、
虎

爺
の
イ
メ
ー
ジ
や
コ
ン
セ
プ

ト
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
も

の
で
す
。
漢
民
族
に
伝
わ
る

伝
統
的
な
風
習
に
よ
れ
ば
虎

は
そ
の
残
忍
さ
や
凶
暴
さ
か

ら
畏
敬
の
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
寅
年
の
人
は
披
露
宴
な

ど
め
で
た
い
式
に
参
加
し
て

は
い
け
な
い
な
ど
の
タ
ブ
ー

も
あ
り
ま
す
。

現
代
で
は
虎
の
印
象
も
変

虎
爺

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
相
手
を
威
嚇
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
こ
と
か
ら
、

タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
る
面
も

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
う
し

た
印
象
も
ま
た
虎
が
人
々
に

与
え
る
影
響
力
の
裏
付
け
と

言
え
ま
す
し
、
こ
う
し
た
畏

敬
の
念
や
道
教
の
教
え
が
混

ざ
り
あ
っ
た
結
果
、
現
代
の

台
湾
の
虎
爺
信
仰
が
生
ま
れ

た
の
で
す
。

虎
爺
は
祭
壇
に
祀
ら
れ
る

か
、
民
間
信
仰
に
お
け
る
主

神
の
足
元
を
支
え
る
台
座
と

し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
姿
は
動
物
の
虎
に

似
た
も
の
が
一
般
的
で
、
台

湾
で
も
こ
れ
ま
で
は
同
じ
よ

う
な
姿
を
し
た
も
の
が
大
半

で
し
た
。
し
か
し
、
最
近
に

な
っ
て
頭
部
が
虎
、
体
は
人

間
の
姿
を
し
た
彫
刻
や
人
間

が
虎
の
皮
を
か
ぶ
っ
た
姿
で

表
現
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て

い
ま
す
。
木
や
石
製
の
像
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
中
に
は

虎
爺
の
外
見

銅
製
の
も
の
や
陶
器
製
も
あ

り
ま
す
。

虎
爺
の
表
情
は
猫
の
よ
う

な
顔
を
し
て
い
た
り
、
人
間

の
よ
う
な
微
笑
み
を
浮
か
べ

た
り
と
虎
ら
し
さ
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
信
仰
す
る
人

た
ち
に
恐
ろ
し
い
イ
メ
ー
ジ

を
抱
か
せ
ず
、
親
近
感
が
持

て
る
よ
う
な
工
夫
さ
れ
て
い

る
た
め
で
す
。
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土
地
公
や
保
生
大
帝
、
西

秦
王
爺
、
財
神
趙
公
明
、
道

教
祖
張
天
師
と
い
っ
た
神
様

を
祭
る
寺
廟
で
は
、
虎
爺
が

主
神
を
背
に
乗
せ
た
神
像
が

大
半
で
す
。

虎
爺
は
神
様
と
し
て
の
役

割
と
い
う
よ
り
も
、
番
犬
の

よ
う
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
近
く
に
仕
え
る

主
神
か
ら
同
じ
神
通
力
を
授

か
り
、
自
身
も
強
力
な
神
格

を
得
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
財
神
に
付
き
添
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
人
々
に
財

を
も
た
ら
す
力
が
あ
る
、
あ

る
い
は
保
生
大
帝
に
つ
き
従

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
病
を
癒

す
力
が
あ
る
な
ど
で
す
。
虎

爺
の
力
は
主
神
よ
り
も
劣
り

ま
す
が
、
祀
ら
れ
て
い
る
寺

廟
の
規
模
や
主
神
の
認
知
度

に
関
わ
ら
ず
崇
拝
さ
れ
て
い

ま
す
。

御
利
益
と
し
て
は
、
厄
払

い
、
財
産
の
保
全
、
寺
廟
の

守
護
、
航
海
安
全
と
い
っ
た

も
の
が
あ
り
、
参
拝
者
を
主

神
の
も
と
へ
導
く
案
内
役
も

虎
爺
は
主
神
に
付
き
従
う

役
目
が
あ
る
た
め
、
台
湾
の

寺
院
で
は
虎
爺
を
参
拝
す
る

場
合
で
も
伝
統
的
に
主
神
の

下
に
供
物
を
捧
げ
ま
す
。
し

か
し
、
場
所
に
よ
っ
て
は
直

接
祭
壇
に
供
物
を
捧
げ
る
場

所
が
あ
っ
た
り
、
台
湾
の
中

部
で
は
虎
爺
自
身
を
主
神
と

し
て
祀
っ
た
り
す
る
新
し
い

寺
廟
も
増
え
て
い
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

虎
爺
の
役
割

虎
爺
を
祀
っ
て
い
る

寺
廟
と
参
拝
方
法

担
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。03. 虎爺には悪霊を退治し民衆を守るという主な役割があ

ることから台湾の人たちに広く受け入れられています。

04. 台北府城隍廟の主神は城隍爺ですが、神様を乗せる存
在として虎爺も祀られているので、ここでも虎爺の参拝
ができます。

03



29 28TAIPEI WINTER  2021

虎
爺
に
捧
げ
る
供
物
で
一

般
的
な
も
の
は
、
豚
肉
、
羊

肉
、
牛
肉
、
鶏
卵
、
ア
ヒ
ル

の
卵
、
イ
カ
、
お
酒
な
ど
で

す
。
果
物
の
場
合
は
平
和
を

表
す
リ
ン
ゴ
、
厄
除
け
や
浄

化
を
表
す
梨
を
捧
げ
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
逆
に
バ
ナ
ナ
や

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
ブ
ド
ウ
は

ト
ラ
ブ
ル
を
招
く
と
い
う
理

由
か
ら
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

台
北
で
虎
爺
を
参
拝
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
台
北
広
堤
宮

の
艋
舺
金
虎
爺
会
と
い
う
場

所
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。
こ
こ

は
嘉
義
に
あ
る
新
港
奉
天
宮

か
ら
虎
爺
を
迎
え
て
お
り
、

他
の
寺
廟
と
は
違
っ
て
主
祭

壇
に
虎
爺
を
祀
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
獰
猛
さ
や
守
護

す
る
力
の
強
さ
か
ら
城
隍
と

い
う
都
市
の
守
護
神
と
も
考

え
ら
れ
て
い
て
、
台
北
府
城

隍
廟
で
も
参
拝
が
で
き
る
他
、

萬
華
の
台
北
天
后
宮
に
も
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。
台
北
に
は

数
多
く
の
寺
廟
が
あ
り
ま
す

が
、
参
拝
す
る
際
は
主
神
だ

け
で
な
く
足
元
に
い
る
虎
の

神
様
に
も
敬
意
を
払
い
ま
し

ょ
う
。05. 言い伝えによれば虎爺は生の肉や卵を

好むと言われているので、参拝する際には
これらをお供え物として準備しましょう。

06. いくつかの寺廟では参拝者の運気や金
運上昇の祈願をするために、虎爺に光を灯
すサービスを提供しています。

04

05

06



31 30TAIPEI WINTER  2021

CULTURE & LIFESTYLE

文：Seb Morgan　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo、C-LAB 　グラフィックデザイン：聶永真

ロンドンやパリのような歴史や国際的知名度はありませんが、新型コロナウイルスに対する防疫対
策から、台北のアートがこの 2 年ほど世界的な注目を集めています。2020 年には美術館やギャラリー
の自由な運営が話題となり、2021 年はデジタルアートの発展が話題となっています。

そのアートシーンの最前線にいるのが現在 44 歳の聶永真 ( ニエ・ヨンジェン ) 氏です。台北を拠点
に活動する彼はこれまでドイツのレッドドット賞、IF コミュニケーションデザイン賞、台湾ゴールデ
ンメロディ賞のベストアルバムデザイン賞など、数々の賞を獲得してきました。今季の《TAIPEI》は
そんな聶氏からコードアートや NFT アートなど、国内外のニューメディアに関するトレンドについて
話を伺いました。

台湾のアートを 
支えるデジタルトレンド

01
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▶ 『RAVISION』を鑑賞する

コ
ー
ド
ア
ー
ト
と 

の
出
会
い

聶
氏
は
台
湾
の
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
ト
分
野
に
お
い
て
第
一

人
者
と
言
え
る
重
要
な
存
在

で
す
。
彼
の
実
績
に
は
台
湾

ビ
ー
ル
や
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
、
蔡
英
文
総
統
に
関
す
る

デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
華
々
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
際
し

て
台
湾
は
W
H
O
の
会
合
へ

の
参
加
を
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
聶
氏
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
紙
の
広
告｢Taiw

an 
Can Help

」
が
世
界
的
な
注

目
を
集
め
た
事
は
記
憶
に
新

し
い
で
す
。
他
に
も
数
ヶ
月

前
に
は
《VO

GUE

》
台
湾
版

7
月
号
の
た
め
に
制
作
し
た

N
F
T
カ
バ
ー
ア
ー
ト
が
競

売
に
か
け
ら
れ
、
30
E
T
H

（
本
稿
執
筆
時
点
で
は
14
万
ド

ル
強
）
で
落
札
さ
れ
た
事
で

再
び
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
聶
氏
の
専
門
は

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
で

し
た
が
ベ
ル
ギ
ー
や
イ
ギ
リ

ス
に
留
学
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
コ
ー
ド
ア
ー
ト
に
興

味
を
持
っ
た
そ
う
で
す
。
「
す

で
に
台
北
で
デ
ザ
イ
ン
ス
タ

ジ
オ
を
設
立
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
し
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
可
能
性

を
探
る
た
め
、
休
み
を
取
る

こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。

コ
ー
ド
ア
ー
ト
は

2
0
0
0
年
代
か
ら
急
速
に

普
及
し
た
メ
デ
ィ
ア
で
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
中
で
も
創
造
を
目
的

と
し
た
非
常
に
多
様
な
分
野

で
す
。
コ
ー
ド
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
は
既
存
の
環
境
を
使

わ
ず
に
ゼ
ロ
か
ら
デ
ザ
イ
ン

を
す
る
の
で
、
想
像
力
次
第

で
無
限
の
可
能
性
を
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

聶
氏
が
最
近
発
表
し
た
作

品
に
は
、
重
厚
感
の
漂
う
テ

ク
ノ
の
ビ
ー
ト
に
合
わ
せ
て

白
黒
の
ス
ペ
ク
ト
ロ
グ
ラ
ム

が
動
く
『RAVISIO

N

』
が
あ

り
ま
す
。
「
一
般
的
な
動
画

フ
ァ
イ
ル
と
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

で
作
ら
れ
た
モ
ー
シ
ョ
ン
作

品
と
の
違
い
は
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
が
あ
る
こ
と
で
す
。
動

き
の
パ
タ
ー
ン
は
不
規
則
で
、

常
に
同
じ
動
き
を
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

コ
ー
ド
ア
ー
ト
は
音
楽
に
反

応
す
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」
と

説
明
し
て
い
ま
す
。

02

03

01. グラフィックデザインの第一人者である聶氏は、最近デジタルアート
の世界に足を踏み入れ、人々を驚かせる作品を作り続けています。

02. 聶氏は雑誌《VOGUE Taiwan》とコラボし、「Formosa Love」をテ
ーマとした台湾発の NFT による雑誌表紙を製作しました。( グラフィッ
クデザイン / 聶永真 )

03. 聶氏が最近発表した『RAVISION』という作品は、動画を再生するこ
とで異なる形の線を作り出すコーディングアートとなっています。( グラ
フィックデザイン / 聶永真 )
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聶
氏
曰
く
、
革
新
的
な
物

事
に
対
し
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る

タ
イ
プ
ら
し
く
、
何
事
も
実

験
を
し
て
み
る
こ
と
が
面
白

い
そ
う
で
す
。
「
私
は
新
し

い
技
術
に
触
れ
、 

そ
れ
を
使

い
何
が
で
き
る
か
を
調
べ
る

の
が
好
き
で
す
」
。

「
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
技
術

は
、
初
心
者
に
と
っ
て
非
常

に
難
解
で
す
。
た
だ
、
基
本

を
押
さ
え
れ
ば
従
来
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
は
実
現
で
き
な

い
、
複
雑
で
時
間
の
か
か
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
」
。

最
近
、
聶
氏
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
注
目
を
集
め
て
い
る

の
が
、
英
語
辞
典
と
ガ
ブ
リ

エ
ル
・
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ

ス
の
大
作
『
百
年
の
孤
独
』

の
書
籍
と
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
技

術
を
か
け
合
わ
せ
た
作
品
で

す
。
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
技
術
を

使
う
こ
と
で
2
冊
の
本
を
60

秒
以
内
に
表
紙
か
ら
ペ
ー
ジ

順
に
並
び
替
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

新
技
術
の
活
用

こ
の
作
品
に
つ
い
て
聶
氏

は
、
留
学
を
し
た
こ
と
で
自

分
の
新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
開

拓
に
迫
ら
れ
た
と
説
明
し
て

い
ま
す
。
「
英
語
で
デ
ザ
イ

ン
を
学
ん
だ
こ
と
で
、
自
分

の
作
品
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
タ

イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
で
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
自
分
の
作
品

の
形
や
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て

改
め
て
見
直
す
キ
ッ
カ
ケ
に

な
り
ま
し
た
」
。

こ
う
し
た
刺
激
的
な
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
ト
作
品
を
体
験

し
た
い
人
は
、
台
北
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か

2
0
1
8
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
空
総
台
湾
当
代
文
化
実

験
場
へ
足
を
運
ん
で
み
ま
し

ょ
う
。
ど
ち
ら
も
躍
動
感
に

あ
ふ
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

多
々
集
ま
っ
て
い
る
場
所
で

あ
り
、
聶
氏
も
お
す
す
め
の

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

こ
の
他
に
も
台
湾
で
は
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
た
面
白

い
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
と

聶
氏
は
言
い
ま
す
。
彼
が
今
、

最
も
気
に
入
っ
て
い
る
ク
リ

エ
ー
タ
ー
が
、
銘
伝
大
学
出

身
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
で
あ
る
リ
バ
ー
ズ
・
ヤ

ン
と
3D
作
品
を
得
意
と
す
る

張
以
得
の
二
人
で
す
。
張
氏

と
は
過
去
に
台
湾
の
ポ
ッ
プ

シ
ン
ガ
ー
、
炎
亞
綸
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
写
真
を
共
同
で
製
作

し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
割

れ
た
炎
氏
の
顔
か
ら
別
な
顔

が
見
え
る
と
い
う
異
様
な
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
可
能
性
は
無
限

大
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
デ
ジ
タ
ル
作
品

を
販
売
す
る
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
し
た
。
「
デ
ジ
タ
ル

作
品
は
違
法
コ
ピ
ー
が
で
き

る
た
め
、
作
品
を
印
刷
し
た

り
、
デ
ジ
タ
ル
製
版
し
た
り

と
物
理
的
に
手
に
取
れ
る
状

態
し
な
け
れ
ば
売
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
前

デ
ジ
タ
ル
の
希
少
性

を
高
め
る
技
術

04
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▶ デジタル版の『オックスフォード
辞書』と『百年の孤独』はコチラ

05

06

04. コーディングを使えば、600 ページあるオックスフォード辞書の単
語を 1 分で A から Z の順に並び替えることができます。( グラフィック
デザイン / 聶永真 )

05-06. 台湾当代文化実験場では時折バーチャル展覧会を開催し、視聴者
に新たな体験を提供しています。 ( 写真 /C-LAB )
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CULTURE & LIFESTYLE

N
F
T
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
形
式
の
た
め
、

注
目
さ
れ
れ
ば
非
常
に
高
い

価
格
で
落
札
さ
れ
ま
す
。
9

月
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
初
め
て
デ
ジ
タ

ル
作
品
が
出
品
さ
れ
、Bored 

Ape Yacht Club

の
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
3
点
が982,500

ポ

ン
ド
（1,355,835

ド
ル
）
と

い
う
驚
異
の
価
格
で
落
札
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
美

お
金
が
全
て
で
は 

な
い

は
多
く
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
違
法
コ
ピ
ー
を
懸

念
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
N
F
T
と
い
う
技
術
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
」
と

聶
氏
は
説
明
し
ま
す
。

N
F
T
は
非
代
替
性
ト
ー

ク
ン
と
呼
ば
れ
、
デ
ジ
タ
ル

作
品
の
所
有
権
や
真
正
性
を

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
技

術
で
す
。
楽
曲
や
gif
フ
ァ
イ

ル
、
さ
ら
に
は
ツ
イ
ー
ト
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
所
有

者
や
真
正
性
を
付
与
で
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
主
に
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
ト
の
取
引
に
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
と
証

明
で
き
る
こ
と
は
、
ア
ー
ト

の
世
界
に
と
っ
て
大
き
な
意

味
を
持
ち
ま
す
。
作
品
は

﹃Foundation

﹄
の
よ
う
な

N
F
T
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
直
接

取
引
で
き
ま
す
。
作
品
の
閲

覧
は
誰
で
も
で
き
ま
す
が
、

N
F
T
が
あ
る
た
め
作
品
の

持
ち
主
は
一
人
し
か
存
在
し

ま
せ
ん
」
。

07

08

07. 聶 氏 は 頻 繁 に NFT ア ー ト 作 品 を
「Foundation」というデジタルアートの

プラットフォームに出品しています。( グ
ラフィックデザイン / 聶永真 )

08. 日常生活の中にある草や木が聶氏のデ
ジタルアートのインスピレーションにつな
がっています。

09. 聶氏は有名デザイナーとなって今でも
変わらずデザインのスキルを磨き続けてい
ます。
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N
F
T
の
技
術
が
も
た
ら

す
も
の
は
、
経
済
的
な
恩
恵

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
聶

氏
に
よ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
の

真
正
性
が
証
明
さ
れ
る
こ
と

は
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
の
展
示
方
法
や
体
験
方
法

に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。
「
こ

れ
ま
で
は
物
理
的
な
空
間
に

作
品
を
設
置
す
る
こ
と
が
す

べ
て
で
し
た
。
額
縁
に
入
れ

た
り
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
を

し
て
展
示
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
デ
ジ
タ
ル
作
品
の
真
正

性
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
見

た
り
、
AR
技
術
を
使
っ
て
鑑

台
北
の
デ
ジ
タ
ル 

ア
ー
ト
の
未
来

術
品
の
投
資
家
が
こ
の
波
に

乗
ろ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
聶
氏
は
こ
の
高
い

経
済
的
魅
力
が
作
品
の
質
に

影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

「
バ
イ
ヤ
ー
に
は
N
F
T

作
品
を
投
資
対
象
と
し
て
し

か
見
て
お
ら
ず
、
作
品
そ
の

も
の
を
あ
ま
り
考
慮
せ
ず
に

購
入
す
る
人
も
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
一
部
の
ク
リ
エ
イ

タ
ー
は
手
っ
取
り
早
く
利
益

を
得
よ
う
と
、
低
品
質
な
作

品
を
大
量
に
作
成
す
る
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
い
、
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
ト
で
実
現
で
き
る
こ

と
の
限
界
に
挑
戦
し
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
」
。

賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
」
。

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
様
々
な

活
動
が
で
き
る
仮
想
空
間
を

メ
タ
バ
ー
ス
と
呼
び
ま
す
。

こ
の
空
間
は
ゲ
ー
ム
や
人
工

知
能
、
AR
、
VR
、
暗
号
通
貨

な
ど
様
々
な
技
術
が
組
み
合

わ
さ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
が
、2
0
2
1
年
10
月
に

老
舗
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ハ
ウ

ス
で
あ
る
サ
ザ
ビ
ー
ズ
が

N
F
T
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購

入
で
き
る
メ
タ
バ
ー
ス
を
公

開
。
メ
タ
バ
ー
ス
で
は
19
名

の
著
名
人
や
コ
レ
ク
タ
ー
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
品
し
た

53
点
の
作
品
が
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
、
N
F
T
や
メ
タ

バ
ー
ス
に
は
大
き
な
可
能
性

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
は
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
を
イ
メ
ー

ジ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
と
い
っ
た
既
存

の
枠
組
み
を
超
え
た
存
在
へ

と
昇
華
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
」
と
聶
氏
は
述
べ

て
い
ま
す
。

09
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多扶仮期

体が不自由な人向けの旅行サービス

健常者にとって旅行はそれほど難しいことではありませんが、体が不自由な人にとってはそうでは
ありません。体が不自由な方や移動が困難な人は旅行を控える傾向にあります。バリアフリーのシャ
トルサービス事業を展開している多扶仮期という企業はサービスを通して、体の不自由な方の多くが
家族や友人との旅行を希望していることに気づきました。こうした顧客ニーズに応えるために多扶仮
期 CEO の許佐夫 ( シュー ‧ ズオフー ) 氏は、体が不自由な方を対象とした旅行代理店事業を開始した
のです。

01. 多扶仮期は長年バリアフリーのサービスを提供し続けた経験から、あらゆる
状況に対応可能のマニュアルを確立しました。( 写真 / 多扶仮期 )
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限
界
突
破

多
扶
仮
期
は
台
湾
初
の
体

が
不
自
由
な
人
向
け
の
個
人

旅
行
会
社
で
す
。
「
当
社
の

送
迎
サ
ー
ビ
ス
は
お
客
様
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
化
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
こ
に

旅
行
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
自
由
を
感
じ
、
希

望
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
体
が
不
自
由
な

方
は
人
前
に
出
る
の
が
苦
手

で
、
家
族
や
介
護
者
に
負
担

を
か
け
た
く
な
い
と
考
え
て

い
る
人
が
多
い
で
す
。
そ
の

た
め
、
近
場
へ
出
か
け
る
く

ら
い
し
か
し
て
い
な
い
人
が

多
く
い
ま
す
」
と
許
氏
は
述

べ
ま
す
。

政
府
も
配
車
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ら
は
一
般
的
に
自
宅
か
ら
病

院
の
往
復
だ
け
で
す
。
多
扶

仮
期
で
は
台
北
各
地
の
送
迎

や
台
湾
全
土
、
海
外
を
対
象

と
し
た
旅
行
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
は

パ
ッ
ク
旅
行
を
基
本
と
し
な

が
ら
も
移
動
車
両
な
ど
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
が
可
能
で
す
。

｢

い
ず
れ
の
車
両
も
広
々
と
し

て
い
て
、
車
椅
子
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。
大
人
が
立
ち

上
が
れ
る
ほ
ど
天
井
が
高
く
、

車
椅
子
用
の
リ
フ
ト
も
付
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
設

備
も
揃
っ
て
い
ま
す
し
、
ご

自
宅
や
各
旅
行
先
、
ホ
テ
ル
、

レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
移
動
も
承

っ
て
お
り
ま
す
」
と
許
氏
は

説
明
し
ま
す
。

多
扶
仮
期
で
は
あ
ら
ゆ
る

状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
全

従
業
員
が
訓
練
を
受
け
、
国

02-03. 介護者と被介護者が
くつろぎながら旅行ができ
るように、多扶仮期では複
数台の車椅子を収納できる
高水準な送迎車を完備して
います。

02

03

連
の
基
準
に
則
っ
た
専
門
的

な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま

し
た
。
「
体
が
不
自
由
な
人

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
状
況
が
大

き
く
異
な
り
ま
す
。
で
す
が
、

当
社
が
提
供
す
る
パ
ー
ソ
ナ

ラ
イ
ズ
さ
れ
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
で
あ
れ
ば
、
ご
家
族
の
方

も
安
心
し
て
ご
依
頼
頂
け
ま

す
し
、
旅
行
中
の
負
担
も
軽

減
で
き
ま
す
」
。

許
氏
は
「
参
加
さ
れ
た
方
々

は
家
族
旅
行
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
ま
す
し
、
旅
行
の
後

は
家
族
の
絆
が
深
ま
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
」
と
誇
ら
し
げ

に
語
り
ま
す
。
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使
命
感
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
会
社

多
扶
仮
期
が
設
立
さ
れ
た

背
景
に
は
、
あ
る
不
幸
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

2
0
0
8
年
に
許
氏
の
祖
母

が
転
倒
し
、
車
椅
子
で
の
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で

す
。
「
政
府
の
提
供
す
る
交

通
手
段
は
病
院
な
ど
限
ら
れ

た
範
囲
し
か
送
迎
を
し
て
く

れ
な
い
の
で
、
私
は
自
ら
車

を
購
入
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
他
の
人
の
送
迎
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
現
在
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
り
ま
し

た
」
。

最
初
に
行
っ
た
の
は
現
在

も
運
営
し
て
い
る
台
湾
初
の

リ
ハ
ビ
リ
用
の
バ
ス
サ
ー
ビ

ス
事
業
で
し
た
。
そ
こ
か
ら

旅
行
の
手
配
を
し
て
も
ら
え

な
い
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ

が
増
え
た
こ
と
で
旅
行
代
理

店
業
が
始
ま
り
ま
す
。
「
当

社
は
2
0
1
6
年
に
ラ
イ
セ

ン
ス
を
取
得
し
、
旅
行
会
社

と
し
て
開
業
し
ま
し
た
が
、

そ
の
際
に
多
額
の
投
資
が
必

要
で
し
た
。
例
え
ば
他
社
の

旅
行
サ
イ
ト
を
全
て
チ
ェ
ッ

ク
し
、
提
携
す
る
こ
と
で
リ

ス
ト
を
確
保
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
は
継
続
的
な
投

資
が
不
可
欠
な
の
で
す
。
加

え
て
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
お

客
様
の
目
線
に
立
ち
、
同
じ

体
験
を
し
な
け
れ
ば
満
足
い

た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
は
提
供

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
う
必
要
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
ク
レ
ー
ム
を

受
け
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を

真
摯
に
受
け
止
め
て
成
長
を

し
て
き
ま
し
た
」
と
許
氏
は

述
べ
ま
す
。

多
扶
仮
期
の
主
要
な
顧
客

層
は
3
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

1
つ
目
は
シ
ニ
ア
を
対
象
と

し
た
旅
行
、
2
つ
目
は
体
が

不
自
由
な
人
を
対
象
と
し
た

家
族
旅
行
、
3
つ
目
は
障
碍

者
雇
用
を
し
て
い
る
企
業
、

あ
る
い
は
社
員
の
中
で
体
の

不
自
由
な
家
族
を
持
つ
人
た

ち
を
対
象
と
し
た
社
員
旅
行

04
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台
北
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
観
光
ス
ポ
ッ
ト

許
氏
に
よ
れ
ば
台
北
市
は

こ
の
10
〜
20
年
の
間
に
、
観

光
名
所
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
ん
だ
そ

う
で
す
。
例
え
ば
、
台
北

1
0
1
ビ
ル
の
89
階
に
あ
る

展
望
台
の
よ
う
な
比
較
的
新

し
い
施
設
で
は
、
音
声
案
内

付
き
の
点
字
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ト
イ
レ

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
台
北
市
立
天
文
科
学
教

育
館
で
は
シ
ア
タ
ー
に
ア
ー

ム
レ
ス
ト
や
ス
ロ
ー
プ
、
車

椅
子
用
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
シ

ー
ト
を
設
け
て
い
る
ほ
か
車

椅
子
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て

い
ま
す
。

許
氏
が
考
え
る
多
扶
仮
期
の

最
も
大
き
な
功
績
は
、
台
北
や

台
湾
全
体
に
お
け
る
社
会
貢
献

だ
そ
う
で
す
。
台
北
に
は
数
多

く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
が
、
多

扶
仮
期
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ

て
、
よ
り
多
く
の
人
が
そ
う
い

っ
た
場
所
へ
足
を
運
ぶ
機
会
を

得
ま
し
た
。

そ
の
中
の
1
つ
に
故
宮
博

物
院
が
あ
り
ま
す
。
台
北
北

部
に
位
置
す
る
故
宮
は
中
華

帝
国
時
代
の
美
術
品
や
工
芸

品
が
保
存
さ
れ
て
い
る
台
湾

観
光
を
象
徴
す
る
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。
故
宮
は
も
と
も
と
車

椅
子
で
の
観
覧
が
可
能
で
し

た
が
、
多
扶
仮
期
の
サ
ー
ビ

ス
の
お
か
げ
で
1
日
に
10
数

カ
国
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
車
椅
子
用
の
設
備
が

あ
る
だ
け
で
は
不
十
分
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
で
す
。
「
現
在
、
故
宮
で

行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は

全
て
国
連
の
条
約
に
基
づ
い

て
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

で
す
。
「
台
湾
の
1
/
5
の

家
庭
が
当
社
の
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
し
て
お
り
、
台
湾
企

業
の
3
〜
5
％
が
障
碍
者
を

雇
用
し
て
い
ま
す
。
台
湾
は

世
界
で
も
有
数
の
高
齢
化
大

国
な
の
で
、
私
た
ち
の
活
動

に
は
大
き
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り

ま
す
」
と
許
氏
は
言
い
ま
す
。

0506

04. 多扶仮期は体の不自由な人たちにも旅行する権利があることを知
ってもらうためにサービスを提供しています。

05. 台北市立天文科学教育館の教室や劇場には車椅子専用の座席があ
ります。( 写真 / 台北市立天文科学教育館 ）

06. 台北にある故宮博物院は、車椅子の方も展示物を見られるよう
にショーケースを低めに設置するなどバリアフリーを取り入れた設
計となっています。( 写真 /Taiwan Scene )
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A CITY FOR CHANGE

え
ば
、
目
の
不
自
由
な
方
が

感
覚
的
に
楽
し
め
る
よ
う
な

展
示
を
す
る
、
目
線
が
低
い

車
椅
子
利
用
者
の
方
で
も
鑑

賞
が
し
や
す
い
よ
う
に
す
る

な
ど
で
す
」
。

台
湾
は
温
泉
大
国
で
も
あ

り
、
台
北
は
北
西
部
に
あ
る

北
投
温
泉
や
陽
明
山
国
立
公

園
一
帯
に
一
流
の
温
泉
施
設

が
集
中
し
て
い
ま
す
。
多
扶

仮
期
で
は
東
ア
ジ
ア
初
の
温

泉
入
浴
の
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
開
発
し
ま
し
た
。
「
特
別

な
訓
練
を
受
け
た
介
護
士
が

常
に
そ
ば
に
い
て
入
浴
の
介

助
や
付
き
添
い
を
し
ま
す
。

当
初
は
危
険
で
は
な
い
か
と

批
判
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
温
泉
の
中
は
水

の
浮
力
が
あ
る
こ
と
か
ら
陸

上
で
は
難
し
い
こ
と
も
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
許
氏
は

述
べ
ま
す
。

中
に
は
40
年
以
上
も
温
泉

に
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
人

も
い
て
、
こ
れ
ま
で
想
像
も

で
き
な
か
っ
た
自
由
な
感
覚

が
体
験
で
き
、
と
て
も
感
動

し
た
と
い
う
声
が
届
い
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
以
前
は
英
語
と
日

本
語
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
た
た
め
、
毎
年
冬

に
な
る
と
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
日
本
か
ら
温
泉
を
目
当

て
に
訪
れ
る
人
た
ち
が
多
く

い
ま
し
た
。

許
氏
に
よ
れ
ば
台
北

1
0
1
の
近
く
に
あ
る
松
山

文
創
園
区
、
陽
明
山
国
立
公

園
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
陽
明

山
米
軍
住
宅
は
、
ど
ち
ら
も

移
動
が
困
難
な
人
向
け
に
デ

ザ
イ
ン
が
さ
れ
て
い
る
施
設

だ
そ
う
で
す
。08. 陽明山にある米軍宿舎群は、体が不自由な方でも

移動がしやすいフラットな構造をしたレジャー施設
です。( 写真 /Taiwan Scene )

07

07. 多扶仮期では体の不自由な方にも旅行の楽しさを
体験していただくために、バリアフリーの旅行サービ
スを提供しています。( 写真 / 多扶仮期 )
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多
扶
仮
期
の
報
酬

「
当
社
は
非
常
に
困
難
な

道
を
歩
み
、
多
く
の
障
害
に

直
面
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
一
番
の
収
穫
と
い
え

る
の
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
方
々
が
希
望
に
溢
れ
、

生
き
る
力
が
戻
っ
て
い
く
姿

を
見
た
瞬
間
で
す
。
自
分
た

ち
が
そ
の
一
端
を
担
え
た
こ

と
が
何
よ
り
の
報
酬
な
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
14
万
人
以
上

の
方
々
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
97
％
の
方
々
に
ご
満
足

を
頂
け
た
こ
と
を
誇
り
に
思

っ
て
い
ま
す
」
と
許
氏
は
言

い
ま
す
。
今
後
の
多
扶
仮
期

の
目
標
は
、
多
く
の
団
体
と

協
力
し
な
が
ら
モ
デ
ル
や
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
を
果
た

し
、
台
湾
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
や
環
境
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

松
山
文
化
創
意
園
区
は

1
9
3
7
年
に
完
成
し
た
タ

バ
コ
工
場
の
跡
地
で
、
現
在

は
文
化
や
芸
術
を
発
信
す
る

拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
ま

す
。
歴
史
的
な
建
造
物
を
改

修
し
、
車
椅
子
用
の
ス
ロ
ー

プ
や
目
が
不
自
由
な
方
の
ガ

イ
ド
な
ど
を
設
置
し
て
い
る

の
で
、
体
の
不
自
由
な
方
で

も
自
由
に
施
設
内
が
探
索
で

き
ま
す
。
ま
た
補
助
が
必
要

な
方
や
グ
ル
ー
プ
に
向
け
た

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
行
っ
て
い

る
の
で
安
心
で
す
。

陽
明
山
米
軍
宿
舎
群
は

1
9
5
0
年
代
に
米
軍
の

将
校
や
顧
問
、
そ
れ
ら
の
家

族
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
寮

の
跡
地
で
す
。
か
つ
て
は

1
0
0
戸
以
上
の
住
宅
が
並

ん
で
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

静
か
で
快
適
な
隠
れ
家
的
な

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
当
時
の
調
度
品
な
ど

を
残
し
た
ま
ま
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
、
車
椅
子
用
の

ス
ロ
ー
プ
や
バ
ス
ル
ー
ム
な

ど
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
米

軍
俱
楽
部
は
、
カ
フ
ェ
や
レ

ス
ト
ラ
ン
、
展
示
ホ
ー
ル
が

一
体
と
な
っ
た
空
間
で
す
。

こ
ち
ら
も
全
面
床
が
平
ら
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
車
椅
子

で
の
移
動
が
可
能
で
す
。

08
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写真 /Samil Kuo
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ニューメディアアートの誕生は、私たちに現実世界、仮想空間という枠組みを超えた新たな体験をもたらしてくれます。
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FOOD & DRINKS

文：Elisa Cohen　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo

オリジナル乾燥熟成肉
台北独自の味

保存食とその保管方法は、人間が生存するために生み出
した技術の一つです。長い歴史の中で、人々は新鮮な野菜、
魚、肉類を塩漬けにして乾燥させ、保存期間を延ばしまし
た。韓国のキムチ、スウェーデンのシュールストレミング、
スペインのハモン ‧ イベリコなどがその典型的な例です。
このような保存食の風習も、場所が変わればその土地の社
会文化と交わり、地域独自の特徴を備えた食品へと発展し
ます。

台北では旧正月によく食べられる台北式ベーコン、香港
式ソーセージ、中国の金華ハムが伝統的な冬の味覚であり、
一般の中で親しまれてきました。最近ではさらに多様な食
文化が取り入れられ、ヨーロッパ式の乾燥熟成肉を楽しむ
機会も増えています。

「My 手作」は台北にあるヨーロッパ式の乾燥熟成肉専
門店で、地元産の豚肉を使って乾燥熟成肉を手作っていま
す。今季の《TAIPEI》では、台湾の豚肉から様々な風味の
乾燥熟成肉製品をどのように作り出しているのか、そして
台湾の乾燥熟成肉のクリエイティブな楽しみ方についてお
話を伺いました。

01. 台湾現地の食材を使って作られた熟成肉は台北グルメに新たなバリエーシ
ョンをもたらしました。

02. マリネした肉は温度と湿度を管理し、じっくりと乾燥熟成をさせる必要が
あります。

01
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乾
燥
熟
成
の

プ
ロ
セ
ス

「
肉
の
熟
成
に
関
し
て
世

界
中
で
共
通
し
て
言
え
る
こ

と
は
、
塩
漬
け
を
し
て
水
分

を
除
き
、
長
く
保
存
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
」
と

My
手
作
の
創
設
者
で
あ
る
葉

星
笛(

イ
ェ‧

シ
ン
デ
ィ)

氏
は
言
い
ま
す
。
塩
漬
け
の

熟
成
は
通
常
３
つ
の
手
法
に

分
か
れ
て
い
る
そ
う
で
、
1

つ
目
は
空
気
だ
け
で
乾
燥
さ

せ
る
方
法
で
す
。
有
名
な
ス

ペ
イ
ン
の
ハ
モ
ン‧
イ
ベ
リ

コ
や
、
イ
タ
リ
ア
の
プ
ロ
シ

ュ
ー
ト
、
中
国
の
金
華
ハ
ム

は
こ
の
方
法
で
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
2
つ
目
は
低
温
で
燻

製
を
す
る
方
法
で
、
こ
れ
は

摂
氏
50
～
55
度
の
低
温
で
10

時
間
以
上
か
け
て
肉
を
燻
製

し
ま
す
。
3
つ
目
は
肉
を
マ

リ
ネ
に
し
て
、
そ
の
後
高
温

で
処
理
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
一
般
的
な
朝
食
の
ハ
ム

や
ベ
ー
コ
ン
な
ど
が
こ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。

熟
成
プ
ロ
セ
ス
は
す
べ
て
、

生
肉
の
状
態
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
ま
ず
3
～
7
日
か

け
て
肉
の
表
面
を
空
気
乾
燥

さ
せ
、
ス
パ
イ
ス
が
し
み
込

み
や
す
い
状
態
を
作
り
ま
す
。

マ
リ
ネ
液
の
材
料
は
ど
う
い

っ
た
熟
成
肉
に
す
る
か
に
よ

っ
て
も
異
な
り
、
塩
や
ス
パ

イ
ス
、
時
に
は
砂
糖
や
酒
類

を
使
用
し
ま
す
。
漬
け
て
か

ら
2
～
3
週
間
が
経
過
し
た

ら
ス
パ
イ
ス
を
落
と
し
、
さ

ら
に
1
週
間
肉
を
乾
燥
さ
せ

て
水
分
を
し
っ
か
り
取
り
除

き
ま
す
。
水
分
が
残
っ
て
い

る
と
肉
の
品
質
が
落
ち
て
し

ま
う
た
め
で
す
。
肉
が
乾
い

た
ら
布
で
包
み
、
紐
で
吊
る

し
て
最
後
の
乾
燥
熟
成
プ
ロ

セ
ス
に
入
り
ま
す
。

「
乾
燥
熟
成
に
は
基
本
的

な
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
が
あ
り
ま

す
。
肉
1
キ
ロ
の
熟
成
に
は

大
抵
１
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま

す
」
と
葉
氏
は
話
し
ま
す
。

作
業
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
葉
氏
た
ち
は
地

元
の
畜
産
農
家
か
ら
調
達
し

た
肉
を
3
キ
ロ
ず
つ
に
切
り

分
け
る
こ
と
で
、
熟
成
期
間

を
3
～
4
カ
月
に
抑
え
て
い

る
そ
う
で
す
。
「
肉
は
あ
る

一
定
の
段
階
ま
で
熟
成
が
進

め
ば
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、
ワ

イ
ン
と
同
じ
よ
う
に
熟
成
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
味
も
香
り
も

豊
か
に
な
り
ま
す
」
と
葉
氏

は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

02
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台
北
に
お
け
る
肉

熟
成
の
課
題

台
湾
産
の
豚
肉
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
風
味
を
取
り
入
れ
る

に
は
、
時
間
も
か
か
る
上
に
、

何
よ
り
も
し
っ
か
り
と
し
た

作
業
計
画
が
必
要
で
す
。
ま

ず
大
き
な
問
題
と
し
て
環
境

の
違
い
を
克
服
し
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
高
温
多
湿
な

台
北
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
気
候

に
は
ほ
ど
遠
く
、
肉
は
一
度

湿
気
に
触
れ
る
と
簡
単
に
カ

ビ
が
生
え
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
台
北
の
自
然
環
境
の
中

で
肉
を
熟
成
さ
せ
る
こ
と
は

不
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、

熟
成
場
所
の
温
度
と
湿
度
は

機
械
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
必
要
と
な
り
、
製
造
コ
ス

ト
も
高
く
な
り
ま
す
。

My
手
作
の
共
同
創
設
者
で

あ
り
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
と
し
て

の
経
歴
も
持
つ
劉
冠
麟
（
リ

ョ
ウ‧

グ
ァ
ン
リ
ン
）
氏
は
、

適
切
な
豚
肉
を
選
ぶ
以
外
に

も
、
塩
と
ス
パ
イ
ス
の
加
減

を
正
確
に
測
る
こ
と
が
大
切

03

だ
と
語
り
ま
す
。
肉
は
一
度

熟
成
し
始
め
る
と
味
を
確
か

め
ら
れ
る
の
が
4
カ
月
後
と

な
る
の
で
、
加
減
を
間
違
え

る
と
そ
れ
ま
で
の
時
間
と
努

力
は
す
べ
て
無
駄
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
劉
氏
は
「
熟

成
を
調
理
過
程
の
よ
う
な
も

の
と
考
え
る
方
は
多
い
で
す

が
、
実
際
に
は
ラ
ボ
で
の
実

験
に
近
い
で
す
。
味
付
け
も

正
確
に
行
わ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
し
、
作
業
行
程
も
可

能
な
限
り
標
準
化
し
て
、
同

じ
結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
と

付
け
加
え
ま
す
。

質
の
高
い
材
料
を
調
達
す

る
こ
と
も
ま
た
課
題
の
一
つ

で
す
。
葉
氏
に
よ
れ
ば
、
乾

燥
熟
成
肉
は
高
温
調
理
さ
れ

て
お
ら
ず
、
塩
と
ス
パ
イ
ス

だ
け
で
味
付
け
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
製
品
の
良
し

悪
し
の
8
割
は
肉
そ
の
も
の

の
品
質
に
か
か
っ
て
い
る
の

で
す
。
ス
ペ
イ
ン
や
イ
タ
リ

ア
で
は
、
生
ハ
ム
製
造
者
は

豚
の
飼
育
か
ら
ハ
ム
製
造
ま

で
全
て
を
自
分
た
ち
で
管
理

し
、
安
定
し
た
品
質
を
保
っ

て
い
ま
す
。

台
湾
で
も
豚
の
牧
畜
は
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
従
来
の

育
成
方
法
で
は
成
長
を
早
め

る
た
め
に
栄
養
添
加
物
を
与

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
添
加
物
は
乾
燥
熟
成

肉
の
味
わ
い
に
大
き
く
影
響

す
る
の
で
、
こ
う
し
た
豚
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
唯
一
の

対
処
法
は
人
工
添
加
物
を
与

え
ら
れ
て
い
な
い
豚
肉
を
調

達
す
る
こ
と
で
す
が
、
使
用

で
き
る
肉
は
よ
り
高
額
と
な

り
量
も
少
な
い
こ
と
が
問
題

で
す
。 

幸
い
、
こ
こ
数
年
台
湾
の

消
費
者
意
識
の
向
上
に
よ
っ

て
、
以
前
よ
り
も
良
質
な
豚

肉
を
求
め
る
人
た
ち
が
増
え

ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
安

全
な
牧
畜
方
法
を
実
践
す
る

農
家
が
増
え
、
熟
成
肉
製
造

者
に
と
っ
て
は
高
品
質
な
肉

を
求
め
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
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台
湾
独
自
の
味

乾
燥
熟
成
肉
の
豊
か
な
味

わ
い
は
豚
そ
の
も
の
の
風
味

か
ら
生
ま
れ
る
た
め
、
台
湾

の
豚
か
ら
作
ら
れ
る
製
品
に

は
地
域
独
自
の
特
性
が
表
れ

ま
す
。

「
同
じ
ス
パ
イ
ス
、
レ
シ

ピ
、
手
法
を
使
っ
て
も
、
豚

の
種
類
や
産
地
が
違
う
だ
け

で
味
は
変
わ
り
ま
す
」
と
葉

氏
は
語
り
ま
す
。
豚
の
脂
は

熟
成
肉
の
風
味
の
核
と
な
る

た
め
、
豚
の
脂
肪
分
の
割
合

が
味
と
食
感
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
My
手

作
が
よ
く
使
用
す
る
花
蓮
の

蓮
貞
豚
は
脂
身
が
多
く
、
雲

林
の
究
好
豚
は
肉
自
体
に
独

特
の
風
味
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
熟
成
時
に
大
き
な
違

い
を
生
む
の
で
非
常
に
重
要

で
す
。
My
手
作
で
は
台
湾
産

の
梅
山
豚
か
ら
も
熟
成
肉
製

品
を
製
造
し
て
お
り
、
こ
の

島
独
自
の
味
を
生
み
出
す
こ

と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

台
湾
産
の
豚
に
つ
い
て
葉

氏
は
、
「
人
工
添
加
物
が
加

え
ら
れ
て
い
な
い
台
湾
産
の

豚
肉
は
、
ほ
の
か
な
甘
み
と

脂
肪
に
よ
る
風
味
が
つ
い
て

い
る
の
で
本
当
に
美
味
し
い

で
す
よ
」
と
話
し
ま
す
。
My

手
作
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ス

パ
イ
ス
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
台

湾
の
人
た
ち
の
好
み
に
合
わ

せ
た
味
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
地
元
産
の
高
品
質
な

豚
肉
に
使
用
し
、
乾
燥
熟
成

や
燻
製
を
す
る
こ
と
で
20
種

類
以
上
の
製
品
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。

地
元
の
豚
肉
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
レ
シ
ピ
と
い
う
組
み
合

わ
せ
が
My
手
作
の
大
き
な
特

徴
で
す
。
も
と
も
と
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
独
自
の
製
法
だ
っ
た

も
の
が
台
湾
の
食
材
の
発
展

と
と
も
に
進
化
し
ま
し
た
。

台
湾
産
の
熟
成
肉
は
、
海
外

の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
懐
か

し
さ
の
中
に
新
鮮
さ
が
あ
り
、

現
地
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は

台
湾
の
豚
肉
の
多
様
な
楽
し

み
方
や
品
質
の
高
さ
を
知
る

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

My
手
作
は
2
0
1
7
年
の

設
立
以
来
、
多
く
の
困
難
を

乗
り
越
え
な
が
ら
台
湾
産
の

乾
燥
熟
成
肉
を
作
り
続
け
て

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
彼
ら
の

今
後
の
目
標
は
、
台
湾
独
自

の
風
味
を
作
り
出
す
土
壌
の

確
立
と
、
地
元
の
食
材
を
使

い
な
が
ら
製
品
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
広
げ
て
い
く
こ
と

で
す
。

03. My 手作では様々な部位の熟成肉を作ることで、より豊かな味わいを生み出しています。

04. 熟成するにつれて独特な風味が引き出されていきます。

05. 劉氏（左）と葉氏（右）は、台湾の豚肉にヨーロッパ式の製法を組み合わせることで、
より多くの楽しみ方を生み出したいと考えています。

0405
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06. My 手作では国産豚肉とヨーロッパの製法を組み合わせること
で、台湾独自の風味を持つソーセージを生み出しました。

06
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ワイン フルーツ

一般的に赤肉には赤ワインを合わせるのがセオリーで
すが、元バーテンダーの劉氏によれば台湾産の豚から
作られた乾燥熟成肉は白ワインやシャンパン、スッキ
リした軽い飲み口のワインと合うそうです。熟成肉の
味がより白ワインの風味を引き出し、ワインだけを飲
むよりもすっきりとした味が際立ちます。

ヨーロッパでは生ハムとメロンの組み合わせが定番で
すが、台湾のメロンやカンタロープは甘みが強いため、
肉の味を損ないます。代わりに台湾の有名なフルーツ
であるレンブ（ワックスアップル）を合わせてみまし
ょう。レンブのみずみずしさとスッキリした甘さは熟
成肉にピッタリです。

オススメの組み合わせ：

熟成肉の楽しみ方

07. スライスしたヨーロッパ式の熟成肉は、様々なお酒に合う最高のおつまみになります。 07

お酒は適量を
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文：Elisa Cohen　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo

旧正月に楽しむ餅菓子の魅力

世界中のあらゆる文化圏において、食べ物は季節の到来を告げる、祭日をより一層引き立てるなど
様々な役割を持っています。例えば、アメリカならクリスマスにチキンを食べますし、スペインは大晦
日にブドウ、日本は年越しそばを食べます。国や文化によって食べ物の種類は異なりますが、いずれも
お祝いの場において食べ物が特別な意味を持っていることがわかります。

台湾でも同様に旧正月の親戚が集まる時期になると、もち米で作ったお菓子が多数食卓に並びます。
これは新たな一年を豊かに過ごせるようにという願いが込められています。

今季の《TAIPEI》では、内湖区の東湖市場でお店を構えて 30 年以上になる「采緹油飯 ( ツァイティ
ーヨウファン ) ｣ の店長、林采緹 ( リン ‧ ツァイティー ) 氏を訪問し、旧正月シーズンに食べられる餅菓
子についてお話を伺いました。

01



51 50TAIPEI WINTER  2021

米
料
理
は
縁
起
が

良
い林

氏
は
、
ま
ず
台
湾
の
冬

に
楽
し
め
る
食
べ
物
と
そ
の

意
味
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
冬
至
に
食
べ
る
湯
圓

に
は
、
年
の
瀬
に
古
い
も
の

を
外
に
出
し
、
新
し
い
も
の

を
迎
え
入
れ
る
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
「
湯
圓
を
食
べ
る
と
ひ

と
つ
歳
を
重
ね
る
と
言
い
ま

す
が
、
そ
こ
に
は
幸
運
や
団

ら
ん
と
い
っ
た
意
味
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
」
。

旧
暦
の
12
月
16
日
は
尾
牙

と
呼
ば
れ
、
土
地
の
神
様
に

餅
を
捧
げ
て
祈
り
を
捧
げ
る

日
で
す
。
台
北
で
は
、
そ
の

日
に
刈
包
と
い
う
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
に
似
た
食
べ
物
を
食
べ

ま
す
。
こ
れ
は
中
華
風
ま
ん

じ
ゅ
う
の
生
地
に
豚
の
角
煮

や
高
菜
漬
け
な
ど
を
挟
ん
だ

食
べ
物
で
、
そ
の
形
が
お
金

で
パ
ン
パ
ン
に
膨
ら
ん
だ
財

布
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
う
い
っ
た
習
慣
が
あ
る
そ

う
で
す
。 

旧
正
月
が
ス
タ
ー
ト
す
る

と
、
各
家
庭
で
は
様
々
な
味

の
餅
菓
子
を
食
べ
ま
す
。
例

え
ば
甘
み
の
あ
る
年
糕
（
ニ

ェ
ン
ガ
オ
）
、
フ
ワ
ッ
と
し

た
ス
ポ
ン
ジ
生
地
が
特
徴
の

鬆
糕
（
ソ
ン
ガ
オ
）
、
米
粉

で
作
る
も
っ
ち
り
と
し
た
食

感
の
発
糕
（
フ
ァ
ー
ガ
オ
）
、

大
根
の
入
っ
た
蘿
蔔
糕
（
ロ

ー
ボ
ー
ガ
オ
）
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
を
用
意
し
て
祖
先
や

神
々
に
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と

で
、
平
和
な
新
年
と
生
活
を

願
い
ま
す
。
中
国
語
で
ケ
ー

キ
を
表
す
「
糕(

ガ
オ)

」
と

い
う
字
は
「
高(

ガ
オ)

」
と

同
じ
発
音
の
た
め
、
生
活
や

仕
事
に
関
す
る
運
気
が
上
昇

す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

家
庭
内
に
幸
運
を
も
た
ら
す

シ
ン
ボ
ル
と
捉
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

旧
暦
の
1
月
9
日
は
天
公

生
（
玉
皇
大
帝
）
の
誕
生
日

で
す
。
漢
民
族
の
民
間
信
仰

に
お
け
る
玉
皇
大
帝
は
世
界

を
統
べ
る
神
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
誕
生
日
に
は
赤
く
染
色

し
た
お
餅
で
餡
を
包
ん
だ
伝

01. 台湾の冬は米を使った料理が重要な役割を
果たします。

02. 餡の有無に関わらず、湯圓には家族団らん
という意味が込められています。

02

統
的
な
お
菓
子
を
供
え
し
ま

す
。
お
菓
子
の
形
は
長
寿
と

幸
運
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
亀

を
模
し
た
紅
亀
粿
、
古
代
の

貨
幣
の
形
を
し
た
粁
仔
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

旧
暦
の
1
月
15
日
は
新
年

最
初
の
満
月
の
日
で
、
元
宵

節
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の
日

で
旧
正
月
は
終
わ
り
と
な
り
、

こ
の
日
の
夜
か
ら
春
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
市
内
は
ラ
ン
タ

ン
の
光
や
美
し
い
飾
り
付
け

で
溢
れ
ま
す
。
こ
の
時
に
は

湯
圓
に
似
た
元
宵
と
い
う
お

餅
を
食
べ
る
の
が
一
般
的
で

す
。
旧
正
月
最
後
の
日
に
こ

れ
を
食
べ
る
こ
と
で
、
再
会

と
安
全
を
願
い
ま
す
。
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様
々
な
味
付
け

祭
日
に
は
甘
い
食
べ
物
や

塩
辛
く
味
付
け
し
た
お
菓
子

を
作
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は

独
特
な
製
法
、
文
化
的
な
意

味
、
習
慣
が
あ
り
ま
す
。 

湯
圓
の
よ
う
な
お
菓
子
は

も
ち
米
粉
に
水
を
混
ぜ
、
小

さ
く
ち
ぎ
っ
て
茹
で
る
こ
と

で
粄
娘
や
粿
引
と
呼
ば
れ
る

生
地
を
作
り
ま
す
。
茹
で
終

わ
っ
た
ら
、
さ
ら
に
も
ち
米

粉
を
表
面
に
つ
け
弾
力
性
の

あ
る
生
地
に
仕
上
げ
、
後
は

用
途
に
合
わ
せ
て
縁
起
の
良

い
赤
色
に
し
た
り
、
加
工
し

た
ヨ
モ
ギ
を
加
え
る
な
ど
し

て
か
ら
、
様
々
な
餡
を
入
れ

て
完
成
で
す
。

今
回
は
切
り
干
し
大
根
や

ア
ン
コ
を
生
地
に
詰
め
て
、

木
製
の
型
の
中
に
入
れ
、
上

か
ら
軽
く
叩
い
て
生
地
を
平

ら
に
し
て
い
く
過
程
を
見
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
型
を
ゆ
っ

く
り
外
す
と
、
長
寿
を
願
う

赤
い
亀
の
お
菓
子
の
出
来
上

が
り
で
す
。

林
氏
は
木
型
を
手
に
取
り

な
が
ら
、
「
こ
の
型
は
迪
化

街
に
あ
る
老
舗
で
特
別
に
注

文
し
た
物
で
す
。
こ
れ
ら
の

型
は
す
べ
て
手
彫
り
で
作
ら

れ
て
い
て
、
深
み
の
あ
る
美

し
い
形
に
な
る
よ
う
仕
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
」
と
紹
介
し

て
く
れ
ま
し
た
。
木
型
は
亀

の
形
以
外
に
も
来
世
で
の
幸

運
を
表
す
桃
を
か
た
ど
っ
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。
亀
の
木

型
に
は
３
種
類
の
銅
貨
の
模

様
が
彫
ら
れ
て
い
て
、
必
要

に
応
じ
て
異
な
る
模
様
が
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
出
来
て
い

ま
す
。
「
良
質
な
木
型
は
い

つ
ま
で
も
使
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
老
舗
焼
き
菓
子
店

で
は
代
々
受
け
継
が
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
」
と
林

氏
は
言
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
う
い
っ
た
手
作
り
の
菓
子

店
も
年
々
減
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
木
型
で
作
る
餅
菓
子

03-05. 紅亀粿を作る際に使われる木型には長寿を意味
する亀の模様が刻まれています。

0304

05
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は
以
前
よ
り
も
珍
し
く
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

型
か
ら
取
り
出
し
た
ら

25
～
30
分
ほ
ど
蒸
し
上
げ
ま

す
。
「
温
度
が
高
す
ぎ
る
と

生
地
が
崩
れ
て
平
た
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
温
度
に
は

気
を
付
け
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
」
。

こ
の
他
に
も
幸
運
を
願
う

発
糕
の
作
り
方
も
見
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
ず
蓬
萊
米
と

い
う
お
米
か
、
在
來
の
お
米

を
す
り
つ
ぶ
し
て
ペ
ー
ス
ト

状
に
し
、
黒
砂
糖
ま
た
は
上

白
糖
を
加
え
ま
す
。
発
糕
は

高
温
で
蒸
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

花
が
開
く
よ
う
に
生
地
が
膨

ら
ん
で
い
く
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
年
糕
も
作
り
方
が
よ

く
似
て
い
て
、
も
ち
米
粉
に

砂
糖
と
油
を
混
ぜ
た
も
の
を

高
温
で
3
～
4
時
間
ほ
ど
蒸

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
旧
正
月

の
間
に
お
供
え
す
る
大
切
な

お
菓
子
で
す
。

「
台
湾
で
は
各
季
節
や
年

の
瀬
に
合
わ
せ
て
特
定
の
食

べ
物
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
る

の
で
、
私
た
ち
は
祭
日
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

と
林
氏
は
話
し
ま
す
。
彼
女

は
若
い
こ
ろ
か
ら
季
節
ご
と

の
習
慣
や
民
間
伝
承
に
ま
つ

わ
る
お
菓
子
の
作
り
方
を
学

ん
で
来
た
そ
う
で
す
。
そ
し

て
台
北
の
人
々
が
季
節
ご
と

に
天
か
ら
の
祝
福
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
で

お
菓
子
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

06-07. 粘り気と弾力のある麻糬に
はお金が手元に残る、財運が向上
するという意味があります。

07

06
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旧
正
月
料
理
の 

タ
ブ
ー

林
氏
に
よ
れ
ば
、
旧
正
月

用
の
お
菓
子
を
作
る
際
に
は

タ
ブ
ー
と
さ
れ
る
行
為
が
あ

る
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
昔
の

人
た
ち
が
、
年
に
一
度
し
か

作
ら
な
い
お
菓
子
が
う
ま
く

出
来
な
け
れ
ば
、
そ
の
年
は

う
ま
く
い
か
な
い
と
考
え
た

た
め
で
す
。
そ
の
た
め
、
す

べ
て
が
計
画
通
り
に
行
く
よ

う
、
伝
統
的
に
い
く
つ
か
の

ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
発
糕
を
蒸
す
際

に
「
も
う
で
き
た
か
？
」
と

聞
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま

た
、
そ
の
周
り
で
言
い
合
い

を
し
た
り
、
子
供
を
叱
っ
た

り
す
る
と
、
完
璧
に
蒸
し
上

げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
信
心
深

い
家
庭
で
は
、
干
支
の
寅
が

畏
怖
の
対
象
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
お
菓
子
作
り
の
際
に
寅

年
の
人
は
厨
房
に
近
づ
か
な

い
よ
う
に
と
言
わ
れ
る
そ
う

で
す
。

た
だ
、
こ
れ
ら
は
技
術
が

発
展
し
て
お
ら
ず
、
温
度
を

今
ほ
ど
し
っ
か
り
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
な
か
っ
た
昔
の
話

で
す
。
林
氏
は
、
調
理
に
影

響
し
そ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

要
素
は
極
力
避
け
る
必
要
が

あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と

述
べ
て
い
ま
す
。
現
代
で
は
、

こ
う
い
っ
た
問
題
は
ほ
ぼ
解

決
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
う

し
た
タ
ブ
ー
は
意
味
を
持
ち

ま
せ
ん
。
実
際
、
林
氏
は
こ

れ
ま
で
30
年
以
上
に
渡
っ
て

餅
菓
子
を
作
り
続
け
て
い
ま

す
が
、
実
は
寅
年
の
生
ま
れ

だ
そ
う
で
す
。

08-10. 台湾では伝統的にヨモギを混ぜた緑色の生地を神様へお
供えしてきました。

08

09

10
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発糕

湯圓

年糕 紅亀粿

各種餅菓子の楽しみ方

発糕はフワッとした中にもっちり
とした感触があるのが特徴です。台
湾では黒砂糖を使うのが主流でし
たが、最近では全粒粉やかぼちゃな
どを使ったレシピも作られるよう
になり、バリエーションが増えてき
ています。

湯圓は団子状をしていますが、基本
的に具は入っておらず、甘いスープ
と一緒に食べます。ただ、場合によ
っては肉を入れてしょっぱい味付
けにすることもありますし、ゴマや
ピーナッツなど甘い具を入れて楽
しむこともあります。最近ではチョ
コレートや抹茶、カスタードクリー
ムを入れたスイーツに近いタイプ
もあります。

甘みのある年糕ですが、中には小豆
やチーズを混ぜたものもあります。
スライスして焼いたり、揚げたりす
ることもあり、デザートとして旧正
月の休み中に楽しみます。

木型を使って亀の形を作るこのお
菓子は、中にアンコやピーナッツペ
ーストなど甘みのある餡が入って
います。中には塩辛いタイプもあ
り、その中では切り干し大根が一般
的です。

采緹油飯

內湖区安康路 315 巷 21-1 号
営業時間はサイトを叁照してください
www.facebook.com/tsai.ti.food/

住所 
営業時間
サイト

蘿蔔糕 鹹年糕
蘿蔔糕は台湾、香港、その他にも
東南アジアでよく食べられ、大根
餅とも呼ばれます。この食べ物は
旧正月だけでなく、日常的な朝食
としても食べられます。台湾では
朝食のお店や飲茶のレストランな
どで一般的に提供されているメニ
ューです。

「鹹」は塩味という意味で、甘い年
糕とは違い、炒めたエシャロット
や豚のひき肉を混ぜた台湾の伝統
料理です。そのまま食べてもいい

ですし、フレンチトーストのように
卵液を絡めて焼くこともあります。
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FOOD & DRINKS

文：AYCC　編集：下山敬之 　写真：April Chen、Markus Winkler

冬に最適、
台北の定番スープ料理

台北は亜熱帯気候に属する地域ですが、冬は湿度が高いことから非常に寒く感じます。冬の期間は比
較的短いですが、体の芯から冷えるような寒さなので、防寒対策をしなければ冬を越すことはできませ
ん。ただ、台湾では火鍋やスープ料理が豊富ですし、いずれも古くから継承されてきた秘伝の食材や漢
方の知識が集約されているので、凍えるような寒い日でも心配は無用です。

今季の《TAIPEI》では、本場の味を楽しみながら、寒い季節を元気に乗り切れる台北の定番スープ
料理を 5 つ厳選しました。今年の冬はこれらの料理を食べて乗り切りましょう！

01. 寒い冬は家族や友達と一緒に温かい鍋を囲んで暖を取りましょう！
( 写真 /Markus Winkler )

01
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中山区南京東路二段 45 号住所
営業時間 11：30 ～ 1：30

老 四 川
中正区金山南路一段 19 号住所

営業時間 17：30 ～ 3：00  ( 日曜定休 )

藍 記 麻 辣 鍋

マーラーグォ

麻辣鍋

火鍋といえば台湾を代表する料理
の一つですが、中でも冬の寒い日
に台湾人が好んで食べるのが麻辣
鍋です。

重慶火鍋や四川火鍋という名称も
あるこの鍋は、四川省の青唐辛子、
唐辛子、生姜、八角、フェンネル
などをベースに作られます。名前
の由来にもなっている「麻辣」と
は四川省の青唐辛子のことで、ス
ープに独特の風味を加えるだけで
なく、肉の生臭さを取り除く効果
があります。また、四川青唐辛子
は風邪を予防したり、体を芯から
温める温中作用もあったりと冬場
には欠かせない食材です。鍋の具
材にはキャベツや豚肉を入れても
良いですが、麻辣鍋と言えば豆腐
と鴨の血の組み合わせがベストマ
ッチです。

1

大安区光復南路 240 巷 53 号住所
営業時間 11：30 ～ 14：00 

17：00 ～ 21：00 ( 月曜定休 )

長 白 小 館
中山区四平街 45 号住所

営業時間 11：30 ～ 14：30 
17：00 ～ 22：00

四 平 小 館

サンツァイバイロウグォ

酸菜白肉鍋

台湾の家庭料理の中には酸味の効
いたスープに豚肉、キャベツの漬
物を入れた酸菜白肉鍋という料理
があります。発酵したキャベツの
漬物に含まれる乳酸菌が乳酸を作
り出し、消化促進作用をもたらす
だけでなく、後味に甘味を添えて

くれます。

また、豚バラ肉のスライスを加え
ることで香ばしい香りが漂い、豚
肉の油っぽさを酸味が中和する食
べやすい一品です。主に使用され
る具材はマッシュルーム、ショウガ、
ネギなどですが、エビやカニなど
の魚介類を加えたものもオススメ
です。魚介類が加わるとスープがよ
り濃厚になりますし、栄養も豊富
に摂取できるので寒い冬には最適
な料理と言えます。

2
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4

FOOD & DRINKS

カクテルを引き立てる定番の
おつまみ

中山区天祥路 18 号住所
営業時間 11：30 ～ 1：00

下 港 吔 羊 肉 專 賣 店
大安区新生南路三段 28 号住所

営業時間 11：00 ～ 14：00
17：00 ～ 1：00

莫 宰 羊

ヤンロウルー

羊肉爐

羊の肉にはタンパク質、脂肪、ビタ
ミンの他に、カルシウムや鉄、リン
などのミネラルといった人間の体に
必要な栄養素が豊富に含まれていま
す。古くから羊肉は高級食材として
王室で重宝され、そこにトウキ、ク
コの実、甘草、生姜など多くの漢方
薬を食わせて一緒に煮込むことで、
肉の臭さ味を中和しました。

王室で広まった後、庶民の間でも人
気が高まり、今ではキノコや豆腐な
どのお手頃な食材を加えた鍋料理と
して親しまれています。冷え性の方
は羊肉爐を食べることによって、赤
血球やヘモグロビンの量が増えて血
行が促進するので、体を芯から温め
ることができます。

3

松山区民權東路三段 160 巷 1-2 号住所
営業時間 16：00 ～ 1：00

霸 味 薑 母 鴨
中山区新生北路二段 131 号住所

営業時間 16：00 ～ 2：00

阿 和 師 薑 母 鴨

ジャンムーヤー

薑母鴨

薑母鴨は台北の冬を代表する滋養強
壮効果のある料理です。主な材料は
生姜と紹興酒の 2 つだけですが、様々
な薬効と高い栄養価があると考えら
れています。中国医学では、生姜は
カルシウムやビタミン C が豊富であ
ることから、古くから嘔吐や風邪の
症状など身体の不調を治す漢方薬と
して用いられてきました。紹興酒は
スープの雑味を消し、さらに身体を
温める効果があります。

鴨肉は牛肉よりも鉄分が多く、赤血
球の形成を助ける働きがあります。
台北のレストランでは薑母鴨を炭火
で焼き、鍋の具材を加えてスープに
入れるのが一般的です。また、米酒
はアルコール度数が 19.5% もあるた
め煮込んでもアルコールが飛ばず、
お酒の味を楽しむことができます。



59 58TAIPEI WINTER  2021

中正区中華路二段 311 巷 34 号住所
営業時間 17：00 ～ 0：00  ( 月曜定休 )

阿 男 麻 油 鶏

中山区林森北路 552-2 号住所
営業時間 11：00 ～ 22：00 ( 日曜定休 )

阿 圖 麻 油 鶏

麻油鶏は台湾を代表するチキンスープです。この料理は鶏肉、紹興酒、生姜、ナツメ、クコの実、ハトムギといった
漢方系の食材に大量のゴマ油を入れて作られます。

また、キャベツや豆腐を入れることが多い薑母鴨や羊肉爐とは異なり、基本的に余計な具材は入れないのが特徴です。
そのため、ゴマ油たっぷりのスープに鶏肉の旨味が凝縮されています。

ビタミン B や E が豊富に含まれているゴマ油は、体内の余分な脂肪を排出や肌の弾力性の向上といった効果がありま
す。そのため、出産直後の母体の栄養補給の食事として古くから振る舞われてきました。麻油鶏は基本的にスープ料
理なので、おかずとして食卓に並ぶことも多いですが、春雨や麺線を入れることで主食になります。冬の憂鬱な気分
を吹き飛ばしてくれるようなホッとする一品なので、ぜひ一度試してみてください。

マーヨウジー

麻油鶏5
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文：Catherine Shih　編集：下山敬之 　写真：Yenyi Lin、Taiwan Scene、林震煌

科学とアートの融合

受
容
性
の
高
い
都
市
で
あ

る
台
北
は
、
多
様
な
文
化
や

自
然
と
い
っ
た
特
徴
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
国

立
台
湾
師
範
大
学
の
教
授
で

あ
る
林
震
煌(

リ
ン
・
チ
ェ
ン

ホ
ァ
ン)

氏
は
異
な
る
意
見
を

持
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
自
身

の
専
門
で
あ
る
科
学
の
知
識

を
芸
術
と
結
び
つ
け
る
魅
力

的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

数
多
く
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
、

多
く
の
人
に
新
し
い
角
度
で

台
北
を
見
る
よ
う
訴
え
か
け

て
い
ま
す
。

林
氏
は
台
北
育
ち
で
す
が
、

1
9
9
0
年
代
初
頭
に
は
博

士
号
取
得
の
た
め
に
日
本
へ

留
学
し
、
そ
の
後
研
究
の
た

め
に
渡
米
。
1
9
9
8
年
に

帰
国
し
て
か
ら
は
台
北
の
自

然
環
境
に
関
す
る
研
究
を
始

め
ま
し
た
。

「
酸
性
雨
の
研
究
で
、
日

本
の
研
究
者
と
一
緒
に
陽
明

山
国
立
公
園
の
夢
幻
湖
、
竹

01

子
湖
、
大
屯
山
な
ど
、
観
光

客
が
足
を
踏
み
入
れ
な
い
場

所
で
土
や
水
を
採
取
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
林

氏
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

化
学
分
析
の
経
験
が
豊
富

で
あ
っ
た
林
氏
は
、
2
0
1
5

年
に
師
範
大
学
の
文
化
財
保

存
研
究
セ
ン
タ
ー
に
招
か
れ
、

遺
物
の
組
成
を
科
学
的
に
調

査
す
る
た
め
の
支
援
を
開
始
。

現
在
、
化
学
科
お
よ
び
芸
術

学
部
の
担
当
教
授
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
週
2
日
ず
つ
教
壇

に
立
っ
て
い
ま
す
。

「
私
が
行
っ
て
い
る
研
究

の
大
半
は
、
絵
画
や
彫
刻
と

い
っ
た
文
化
財
の
修
復
に
活

用
で
き
ま
す
。
主
に
美
術
品

の
材
料
や
ガ
ス
分
析
、
ラ
マ

ン
分
光
法
な
ど
の
技
術
に
関

す
る
知
識
が
必
要
で
す
。
現

在
は
、
藍
染
め
の
研
究
に
も

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
」

と
林
氏
は
説
明
し
ま
す
。

セ
ン
ス
と
感
性
の 

リ
ン
ク
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01. 書道などの芸術作品と化
学は無関係に見えますが、新
たな作品の創出や作品の修復
は科学技術によって行われて
います。

02-03. 林氏の専門は化学分析
ですが、その研究の範囲は芸
術品の顔料、そして構成の分
析と多岐に渡ります。

02

03

林
氏
は
師
範
大
学
美
術
学

部
の
美
術
品
修
復
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
、
赤
外
分
光
法

や
照
明
検
出
法
、
材
料
と
表

面
の
分
析
と
い
っ
た
文
化
財

の
保
存
に
使
わ
れ
る
技
術
や

化
学
分
析
に
関
す
る
知
識
を

提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
化
学

科
で
は
「
文
化
財
の
修
復
・

保
存
に
お
け
る
機
器
と
化
学

の
応
用
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

担
当
。
そ
こ
に
は
、
美
術
に

興
味
の
あ
る
化
学
科
の
学
生

が
、
将
来
的
に
美
術
品
の
保

存
・
修
復
の
専
門
家
に
な
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
講
義
で
は
美
術
品
に

よ
く
見
ら
れ
る
顔
料
素
材
の

化
学
変
化
や
分
析
方
法
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
「
青
色
塗

料
の
起
源
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
山
中
で
発
見
さ
れ
た
ラ

ピ
ス
ラ
ズ
リ
と
い
う
鉱
物
で

す
。
17
世
紀
か
ら
18
世
紀
に

科
学
と
ア
ー
ト 

の
融
合

か
け
て
、
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
は

非
常
に
高
価
な
も
の
で
し
た
。

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
名
画
﹃
真

珠
の
耳
飾
り
の
少
女
﹄
に
登

場
す
る
ブ
ル
ー
の
ス
カ
ー
フ

は
、
ま
さ
に
こ
の
素
材
を
使

っ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
藍

銅
鉱
な
ど
の
安
価
な
染
料
が

油
絵
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
絵
具
の
成

分
を
見
分
け
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
、
修
復
の
難
易
度
は

さ
ら
に
高
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
化
学
で
は
ス
ペ

ク
ト
ル
分
析
を
用
い
て
違
い

を
見
分
け
て
い
ま
す
」
と
林

氏
は
言
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
財
保
存
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
科
学

的
素
養
を
生
か
し
て
様
々
な

美
術
品
の
修
復
・
保
存
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
実

際
、
台
北
市
立
美
術
館
や
国

立
台
北
教
育
大
学
美
術
館
に

展
示
さ
れ
て
い
る
台
湾
初
期

の
絵
画
の
多
く
は
、
専
門
家

の
協
力
の
も
と
林
氏
の
科
学

的
知
識
に
基
づ
い
て
修
復
さ

れ
た
も
の
で
す
。
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「
子
供
が
小
さ
か
っ
た
頃
、

藍
染
め
の
体
験
に
一
緒
に
行

き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
染
料

に
興
味
を
持
っ
た
の
で
、
そ

の
ボ
ト
ル
を
持
ち
帰
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
藍
染
め
の

研
究
を
本
格
的
に
始
め
た
の

は
、
現
在
の
よ
う
に
科
学
と

美
術
の
分
野
を
活
用
し
た
仕

事
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
で
す
」
と
林
氏
は
振
り
返

り
ま
す
。

ま
ず
琉
球
藍
と
い
う
土
着

の
植
物
か
ら
研
究
を
始
め
、

陽
明
山
が
そ
の
環
境
に
適
し

て
い
る
こ
と
を
発
見
。
地
元

の
農
家
と
協
力
し
て
こ
の
植

物
を
育
て
、
実
際
に
染
色
を

行
っ
た
そ
う
で
す
。

林
氏
は
藍
染
め
の
基
本
的

な
作
り
方
を
紹
介
し
て
く
れ

ま
し
た
。
「
ま
ず
葉
を
水
に

浸
し
て
イ
ン
デ
ィ
カ
ン
と
い

う
物
質
を
排
出
さ
せ
ま
す
。

こ
れ
が
イ
ン
ド
キ
シ
ル
と
い

う
別
の
化
合
物
と
結
合
す
る

こ
と
で
、
私
た
ち
が
知
っ
て

い
る
藍
に
な
り
ま
す
」
。

04

0506

藍
染
め
の
真
実

「
『
ブ
ル
ー
イ
ン
グ 

』
と

呼
ば
れ
る
こ
の
工
程
で
は
、

酸
素
を
送
り
続
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
続
い
て
石
灰
を

加
え
て
青
み
が
か
っ
た
粘
土

に
し
、
そ
れ
を
水
に
溶
か
し

て
『
藍
白
』
と
い
う
色
を
作

り
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

布
や
紙
を
染
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
」
。

林
氏
は
こ
う
し
た
工
程
が

複
雑
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

よ
り
自
然
で
簡
単
な
方
法
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ

こ
で
梅
酒
や
ヤ
ク
ル
ト
、
パ

05. 植物の中にある色素を抽出して沈殿させることで、藍染めに必要
な青色の粘土を作ることができます。

06. 工程を簡略化することで、自宅でも簡単に藍染めが楽しめます。
( 写真 /Taiwan Scene ）

04. 林氏のチームでは「藍白」を使った染色方法を実演しています。
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代
謝
量
が
分
析
で
き
ま
す
」
。

林
氏
の
興
味
は
こ
れ
だ
け

に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
「
月

に
2
回
、
日
本
将
棋
連
盟
の

台
北
支
部
で
チ
ェ
ス
を
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
将
棋
の
駒

は
高
価
な
の
で
、
書
道
や
レ

ー
ザ
ー
彫
刻
、
絵
の
具
な
ど

を
駆
使
し
て
自
分
で
作
る
方

法
を
学
ん
で
い
ま
す
」
と
林

氏
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

林
氏
は
自
分
の
生
活
や
興

味
か
ら
科
学
実
験
の
新
し
い

可
能
性
を
見
出
し
、
そ
こ
に

科
学
へ
の
愛
や
音
楽
、
芸
術

を
融
合
さ
せ
て
い
ま
す
。
彼

の
研
究
は
台
北
に
よ
り
多
様

な
生
活
と
、
驚
く
よ
う
な
体

験
を
提
供
し
て
く
れ
る
で
し

ょ
う
。

林
氏
の
研
究
テ
ー
マ
は
自

身
の
興
味
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

大
学
時
代
に
は
フ
ル
ー
ト
を

習
っ
て
い
ま
し
た
が
、
フ
ル

ー
ト
演
奏
の
概
念
と
ガ
ス
物

質
の
知
識
を
組
み
合
わ
せ
、

ガ
ス
濃
度
を
利
用
し
た
血
糖

値
の
分
析
方
法
を
考
案
し
ま

し
た
。
「
将
来
的
に
は
息
を

吹
き
か
け
る
だ
け
で
患
者
さ

ん
の
潜
在
的
な
糖
尿
病
が
発

見
で
き
る
よ
う
な
機
械
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
林
氏
は
語
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
筆
を
使

っ
て
人
体
の
基
礎
代
謝
量
を

見
極
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
書
道
を
始
め
た

そ
う
で
す
。
「
筆
を
使
っ
て

基
礎
代
謝
を
調
べ
る
研
究
を

始
め
ま
し
た
。
イ
オ
ン
濃
度

を
測
定
す
る
こ
と
で
、
体
内

の
代
謝
量
を
分
析
で
き
る
の

で
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
後

に
ブ
ラ
シ
で
ま
ぶ
た
を
こ
す

り
、
パ
ル
ス
状
の
電
流
を
使

っ
て
ブ
ラ
シ
に
付
着
し
た
イ

オ
ン
を
回
収
す
れ
ば
体
内
の

07

08

研
究
テ
ー
マ
は
興
味

ン
酵
母
な
ど
様
々
な
素
材
を

試
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も

藍
色
を
作
る
の
に
適
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
陽
明
山
の
温
泉
水
を
使
う
の

が
青
い
粘
土
を
作
る
上
で
最

も
効
率
的
か
つ
自
然
な
方
法

で
す
」
と
林
氏
は
語
り
ま
す
。

今
後
は
自
ら
の
実
験
や
研

究
を
通
じ
て
、
中
学
校
で
の

地
域
教
育
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
家
庭
に
あ
る
材
料
で
藍

染
め
が
作
れ
る
よ
う
に
す
る
。

そ
し
て
、
地
域
の
食
材
や
文

化
遺
産
に
つ
い
て
も
知
識
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
を

述
べ
て
い
ま
す
。

07. 林氏は様々な材料を使って実験を行い、藍
染めに関するデータを収集しました。

08. 林氏は自身の書道に対する関心と専門であ
る化学の知識を組み合わせて、将棋の駒を自作
しました。( 写真 / 林震煌 )



旅のお役立ち情報
TRAVEL INFO

バス情報

大人：現金、EasyCard いずれも 1 区間ごとに 15 元
学生：現金は 1 区間ごとに 15 元、EasyCard の場合は 1 区間ごとに 12 元 
( 学生証の提示が必要 )
身長 115cm 未満あるいは満 6 歳の小人 ：身分証がある場合は無料

乗車運賃： バスの路線情報：

Taipei eBus
ebus.gov.taipei/

YouBike は台北市の公共レンタサイクルで、Easy カードやクレジットカードでレンタルが可能です。利用料金は 30 分ごとに発生し、レンタル時間の長さ
によって変動します。詳細は以下を参照してください。

YouBike のレンタル会員になりたい方は、こちらのページよりご登録ください：taipei.youbike.com.tw/home

YouBike 情報

30 分以內

5 元

30 分 〜 4 時間以内

30分ごとに 10 元

4 時間 〜 8 時間以内

30分ごとに 20 元

8 時間以上

30分ごとに 40 元

EasyCard iPASS

電子マネーとして、チャージするだけで MRT( 都市交通システム ) など公共交通機関やコンビニ
エンスストア、特約商店での小額決済ができます。シェアサイクルの YouBike にも使えます。
購入は MRT やコンビニなどの取扱店で。

電子マネー：

切符：

IC トークン ( 片道切符 )
NT$20-65 NT$150 

MRT 1 デイパス
NT$180 

24時間パス
NT$280 

48時間パス
NT$380 

72 時間パス

営業時間：06:00 ～ 24:00　　24 時間お客様専用ダイヤル：(02)218-12345台北 MRT

無限周遊カード
有効期間は 

1 日 /2 日 /3 日券 
NT$1,200/1,600/1,900 元 

交通周遊カード 
有効期間は 

1 日 /2 日 /3 日 /5 日 /  
猫空ロープウェー 1 日券 

NT$180/310/440/700/350 元

12 の素敵な観光地＋交通機関乗り放
題の「無限周遊カード」、交通機関
乗り放題の「観光スポット周遊カー
ド」、「交通周遊カード」の 3 種類。
有効期限内に台北市と新北市、基隆市
を思う存分遊ぶことができます。

北北基おもしろカード：

観光スポット周遊カード
2 日 /3 日 /4 日券 

NT$650/850/1,050 元

北北基おもしろカード

旅のインフォメーション

交通部観光局 24 時間対応、無料の旅行情報ホットライン :  0800-011-765
外国人在台生活相談 : 0800-024-111
台北市民ホットライン : 1999（市外 02-2720-8889）
台北トラベルネット : travel.taipei/ja  
( 中、英、日、韓、タイ語、インドネシア語、ベトナム語、スペイン語による市内観光情報 )

各交通機関や施設の営業時間については、利用前に HP などでご確認ください。

台北市ダブルデク観光バス
TEL: (02)8791-6557 EXT. 30






